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.

感
情
的
色
彩
を
帶
び
て
居
る
。「

經
濟
學
の
目
的
は
あ 

ら
ゆ
る
階
級
の
幸
福
を
權
進
す
る̂

在
厶
し
、「
正
統
學
派
ば
、物
の
た
め
に
人

.

吼

を

、

手

段

の

爲

め

に

目

的

?:
犠

牲

に 

し
た」

.「

貧
者
の
生
存
は
自
由
競

#

の
結
果
犧
牲
に
供
せ
ら
れ
た」

ビ
謂
.ふ
が
如
さ
口
吻
は「

新
原
理」

及
び
其
の
後
述 

作
中
の
隨
/ /

^

見
出̂

れ

る
W

.
®
營
の
破
滅
遭
利
人
口
の
減
少
、
中
間
層
の
ブ
口
レ
タ
リ
ャ
他
、
勞
働
者
の
貧 

因
化
、
機
械
た
ょ
る
勞
働
者
：の
驅
逐
、
失
業
、.

信
用
制
度
の
危
險
、

f

的
對
：立
、.

生
存
の
不
安
、
恐
條
等
の
社
會 

事
象
妃
面
し
、
，.

正
統
派

'

經
濟
學̂

對
し
て
彼
れ

.

の
懷
い
た
辛
辣
且
つ

.

深
刻
な
る
：疑
惑
は
、
該
學
派
.の
諧
調
的
昏
哌
の 

飽
和
し
た
樂
觀
主
義
の
中̂

、
恰
も

.一

つ
の
鏡
さ

.

不
諧
音
の
如
く
に
突
入
し
て
行
つ
た
。
吾
人
は
次
の
如
さ
表
_1
が 

如
何̂

深
.

11
R

し
て

‘

痛
し
：い
印
象
を
與
へ
ね
ば

.

な
ら
な
か
つ
た
か
を
容
易̂

想
像
し
择
る
.で
ぁ
& -

ぅ
8

一
 

き

。

1
人
間
カ
を
增
加
す
る
機
槭.：の
：發

明
-»
、.
入
観
に.
ビ
り
て.
の
息
，惠.
で
あ.
る
げ
れ.
ビ.
も
、
そ
^

あ
吝
な
ら
ば
、
：却
つ
て
其
は
貧
者
^
對
す
る
禍
ど
な
る」

0註
ニ
0
。

「

企
業
家
の
利
潤
は
彼
れ
が
：雇
傭
.ず
る
勞
働
者
を
搾
取
し
た
.名
の
ド
外
な
ら
ぬ
：：。
一
彼
れ
.ば
、.

を
の
企
業
が
、
費
用
以 

上
の
收
獲
を
齎
す
が
故
代
利
得
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
»
員
を
支
拂
は
ざ
る
が
故
に
、
'換
言
す
れ
ば
、
勞
働
者
に 

を
の
勞
働
^
對
し
て
充
分
の
報
酬
を
典
べ
ぎ
る
が
故
^-
利
得
す
る
の
で
-あ
る
0
か
く
の
如
き
産
業
は
、

一
っ
の
社
會 

的
罪
.擺
で
あ
る
。
何
故
な
*&
ば
、
勞
働
す
る
も
の
を
極
度
の
貧
困
^
陷
れ
、
然
か
も
そ
の
指
導
者
^
は
資
本
の
通
常 

利
潤
を
確
保
す
る
が
故
で
あ
る」

(

註一

七
^

:

■•
-「

吾
人
が
奴
.隸
時
代
を
野
蠻
視
す
名
ど
等
し
く
、新
時
代
の
も
の
は
、
.勞
働
階
級
^
何
等
の
.保
證
を
與
へ
な
か
っ
た 

が
故
に
吾
人
?:
-
野
蠻
視
す
る
時
代
が
'
疑
も
な
く
到
來
す
る
で
あ
.ら
ぅ」
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斯
く
、て
、
彼
れ
は
.u^

o
n
o
m
i
e
s
o
a
a
l
e
'
》

?:
建
設
し
‘ぐ
社
%

政
策
を
說
い
た
。

マ
ル
ク
ス
が「

哲
學
の
贫
困j

の 

中
に
於
て
、

シ
ス
モ
ン
デ
ィ
を
反
動
家
：ど
做
し
ハ
S
.さ
マ
又
.苓
共
產
黨
宣
.言
忘
於
で
へ
小
ブ
ぺ
ジ
ョ
ソ
社
會
主
義
の
互 

r
v
,謂
a(

驻
H

8
 •

レ
ー

一一

シ
が
，彼
れ
の
學
說
を
小
ブ
ル
、ジ
'ョ
ヮ
的
同
情
ょ
ぅ
出
來
上
っ
て
居
る
經
濟
.學
的
浪
漫
主 

義
せ
猶
し
ハ
璧1

>
、

又
ゾ
：ム
.
>ル
.ト
.が
彼
れ
3:
ヵ
ー
ラ
ィ
グ
ヒ
並〕

立
し
：て『

«
會
應
精
職
5:
課
:̂
.立
で
.、
倦
ひ
ミ
ど
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奴
な
い
初
卯
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愉
理
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國
民
經
濟
學
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0 s. 

2
3,

杯
耍
氏
邦
譯『

•社
會
產
及
び
社
#
運
動」(

普
及
版)

ニ
五
頁
。

■ら
，
ジ
ス
ト
の
如
く
、

シ
ン
，モ
ン
^

"

1

「

經
濟
學
の
體
系
中
に
感
情
の
占
む
る
地
位
を
重
大
視
し
た
最
初

の
人
1
驻
一
I

f
し
•て
あ
げ
、
而
し
て「

彼
れ
S

作
の
主
た
る
典
味
は
、
彼
れ
を
感
動
せ
し
め
た
事
實
s

i

出

せ
る
：#
學

的

，
麗

明
^
あ
る
の
で
は
^
ど

^

ー
ー
控
ど
謂
ふ
の
は
疋
し
く
な
い(

註
ニ
五〕

。
何
坆
な
&

ぼ
、
シ
ス
モ
シ
デ
ィ

W

■
濟
偷f

學
、J

會
政
笼
s

f

利
I

社
) #
_

f
の
個
論
的
分
析
、

マ
ル
.ク
ス
S

吻
を
藉
▲

ば
、
市

還

生
遍
^
龙
ス
矛
盾
«7
)
的

通

秦

调

斷

遺

:0
を
裳
蹲
ゼ
オ
る
も
の
で
あ
み
、
其
の
现
論
は
決
し
て
、
ジ
ス
ト
り
論
結

^
る
亦
如
べ
、「

淺
»

^
も
の」

で
名
な
け
れ
ば「
瞬
味」

で
本
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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：
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么

述
.べ
^

居
ー
る
';
0
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'、
ン
,'

べ
'
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、
 

- 

:「

み
ス.
5.

チ
ィW
資
"14̂
的
生
產
>̂

亦
3.
矛
盾
す
る.
之.
ズ
を
痛
感
し
：
.
て
：ゃ
^

ぞ
^
乃
諸
形
態
、'
 

そ
^
の

生
產
諸
關
係
は
、

一
方
代
於
て
生
產
カ
及
び
富
の
自
由
な
.る
發
展
を
刺
戟
す
る
、
ビ
こ
ろ
が
.他
方
に
於
て
、
こ
の
嗜 

關
係
が
條
件
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
^
ズ
謂
^
こ
^
を
、
.
.ま
た
生
產
カ
が
發
展
す
れ
ば
す
る
程
、
使
用
價
値
ど
交
換 

價
値
ど
の
、
商
品
ヒ
貨
幣
ゼ
'0
い
販
寶
ゼ
»
1>
せ
_の
，
生
.產

ビ
消
費
^
の
、
資
本
S
賃
勞
働
ど
の
、■そ
の
砠
#

々
の
♦ 

盾
が
、
益
关
規
模
に
：：現
■は
れ
る
：S
謂
ぶ
：こ
e
を
痛
感
し
：て
ゐ
る
。
.;
:
:特
に
*
れ
は
ク
.
一
方
^
.
於
て
は
生
產
方
の
自
由
な 

る
發
展
1
へ
及
び
同
時
^
商
品
か
ら
成
办
立
'ち
«
賣
次
れ
ね
ば
*
ら
ぬ
富
の
秦
，加
ぎ
、
.'.他
方
に
於
て
は
資
本
家
的
生
產 

力
の
某
礎
.

V
J

し
て
、，
生
產
者
の
大
衆
を
彼
れ
等
^
必
要
な
生
活
資
料
^
局
限
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
乙
ど
、
こ
の
根
本
的
矛 

盾

:^
感
じ
：て
居
る
。
'备
れ
：故
此
、
恐
懢
は
彼
れ
^
於
て
は
リ
力
：ァ
•ド
尤
に
於
る
が
如
く
偶
然
事
で
は
な
ぐ
て
、
益
"
大 

規

模

.^
;:
>
.
し̂
冗
.一
定
め
.時
期
^
於
て
現
れ
る
、
W
在
的
矛
盾
の
本
質
的
發
霧
な
の
で
あ
る
。
そ
ミ
で
、
彼
れ
は
國 

傢
め
为
k

i
つ
て
、
生
產
關
係
^
適
應
せ
し
め
る
樣
^
生
產
カ
を
覊
束
ず
べ
&
で
あ
る
か
、
：そ
れ
<
も
生
產
カ
^
遮
，
 

■

■
化
め
る
や
ぅ
^
生

產

關

樣

を

鵪

朿

す

；
べ

&
も
の
で
あ
る
か
^
絕
え
ず
.迷
^
て
ゐ
る
。
そ
の
際
、
彼
れ
は
屢
*
過 

去
^
見

- «
^
る

'
«去
が
.

1

切
の
鎭
靜
齊
^
な
名
。
而
し
て
分
配
關
係
が
外
見
上
の
生
產
關
係
^
す
ぎ
ぬ
z 

S
5:
-
理 

部
し
摩
^
で
、
.資
本
^
め
關
係
R
,あ
け
る
收
入
が
、

.或
：

S

は
生
產
ど
の
關
係
に
於
る
分
配
が
、
別
樣
R-
規
律
^
れ
を 

こ
ど
^
ょ

.0
七

、
.そ
の
矛
盾
が
押
べ
：&
れ
^
ば
猶
ほ
更
結
構
だ
ど
考
へ
る
。
彼
れ
は
^
ル
ジ
ョ
ヮ
的
生
產
か
矛
盾
を 

的
確
，̂
判
斷
1
イ
は
居
る
.，
'
け
れ
.ざ
も
を
れ
5:
理
.：懈
し
.て
は
居
な
い
、
，
從
.つ
.て
^
た
.そ

か
め
で
あ
る
ド
併
し
乍
ら
、；
.彼
れ
.の
見
解
め
根
柢
に
橫
^
て
ゐ
る
も
の
は
、
事
實
R
於
て
、
資
本
的
瓧
會
の
胎
內
で 

發
展
す
3

-€
,

::
z
ろ
の
富
劍
造
の
物
質
的
及
^
社
食
的
諸
條
件
た
.る

生

産

力

^

、

.:
:
.
そ

の

富

を

占

有

す

る

新

た

な

る

形

態
 

亦
！
_
せ
客
海
^

#
な
い
飞
謂
ふ
澈
感
.で
あ
名
,

即
ち
、
' プ
>K
ジ
ョ
ヮ
的
諸
形
態
は
、富
が
^
の
中
で
何
時
で
も
た
C
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ニ'jrp
卷
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派
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判
者
W
1し
て
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モ
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デ
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第
九
.ミ 

一
S

.

墓

的

な

存

在

の

の.一,

時
的
な
：、
«
み
を
獲
得
し
、」

ま
た
何
處
ザ
で
も
：同
時
_

:
の
；對
立
物
ど
し
て
現
れ
る
f

ろ

徐

矛

盾

S

ち
S

?

あ
I

謂

.

1
破

は

3

で

嘉

f

前
提
£

、：ゴ

5

音

發

展

亡

し

爻

1

に
よ
：つ
S

.
み
自
ら
發
展
す
：|

:

|
の
| ;
の
で
あ
る」

(

註
5
^

 ̂

, 

.

，

「

シ
i

ン
デ
ィ
は
經
濟
學
の
經
濟
學
自
體
S

す
る
疑
S

ベ
て
、：
そ
の
終
結
を
補
完
し
た」

S

I

!
八)

。筆
者
が
先 

づ
1
新

通

」

及
び「

經
濟
學
硏
究
し
2

け
る
彼
れ
の
理
論
的
分
析
の
研
究
ょ
ヶ
出
發
じ
,

正
統
學
派
.ど
の
關
係 

灰
於
て
其
の
莉
靈
系
を
■

望
せ
ん
；

w

す
る
所
以
で
あ
る
。
而
し
，て
彼
れ
の
方
法
論
、
價
値
論
、

.人
口

論

、

せ

鲁

政

 

策
論
等
は
く
の
間
襌
^

の
關
聯
^

於
て
極
- 0

て
興
味
あ
る
問
題
.で
あ
.る
®
!
一
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併
し
乍
ら
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シ
ス
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つ
、
ズ
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：
生

產
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消

®

v
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の
均
衡
が
國
民
經
濟
學
の
.根
本
問
題
で
あ
るC

 
“

然

か

も

、

經

濟

學

は

諸
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學
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叉

間
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學

で

あ

へ

念
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間

S

福
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に
5

均
衡 

益

っ

て

居

る」
(

I

s
。
：
故
s
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先
S

S

靈

論
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分
析
i
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^
で
あ
ら
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濟
學
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I
九
ス
手
S
議
敎
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經
濟
學
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於
け
る
シ
ス
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シ
デ
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方
法」C

國
民
經
濟
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及
び
？

ス
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X

S
經
濟
理
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經
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學
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常
シ
’
ス
モ
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.デ
ィ
の
恐
«

論
は
過
少
消
费
說D

i
e

 

u
n
t
e
r
k
o
n
s
u
m
t
i
o
n
s
t
h
e
o
r
l
e

す
稱
せ
ら
れる

(註
111 1

0

0

喷
 ̂

k
,

從
へ
...ば
、

資
本
主
義
的
生
產
方
法
は
、
消
«

を
全
然
顧
虛
せ
ず
し
て
無
制
限
^

櫥
張
せ
ら
れ
.、
然
か
も
、
そ
の
悄 

*

は
收
入
に
ょ
つ
て
限
定
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
れ
は
恐
慌
の
原
因
を
資
本
主
義
的
生
產V

J
 M

れ
k

條 

' #
.づ
け
: &

れ
た
收
入
の
分
配V

J

の
冏
R

存
す
る
不
均
衡
R

看
、
而
し
て
乙
れ
ょ
ぅ
資
本
蓄
積
の
問
題
^
這
人
つ
て
行 

v<
め
で
あ
る
。

.

 

■ 

•
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レは笟众る恐慌論さして
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.
スモンディ
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.
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口
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‘

れは嚴密な意味に於ては正しくない。成程、シスモンディは一面泔赀財に着眼して居る。即ち、彼れに於る財の過
 

, ' 

.
刹皮座
.は常にその消软に比較.しての過刹である。乍併、彼れは他酣資本歡稜の問盥から生產財其れ自體の過剩を認
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.
?
.
めて居る。父、ディールがマルクス恐慌論の特質ミする利澗率低下の逾論も、可成り明蛲な形式に於てシスモンデ
 

:;
,
:.
;
--
'
:.
' 
.
.ィに现れて.居る

£

ミは；本文允示す通リで

.あ：る
0
 

—

被
れ
は「

經
濟
學
：の
新
原
.理」

洱
版
序
：文
：の
中
に
次
，の
如
く
*
べ
：て
居
る
。

：
‘

.
：

「

總
て
の
現
代
經
濟
學
者
.の

認

む

る

ヒ

ろ

k
從
へ
ば
、
公
の
»
産
は
私
人
の
財
産
の
集
合
體
R
す
ぎ
ぬ
か
ら
、其 

は
#

殊
な
各
人
の
財
產
^
於
け
る
：？
同
じ
方
法
^
ょ
つ
て
發
生
？
：增
加
，
分
配
、
.

§

せ
ら
れ
る
。
；私
人
の
財
產
中
_
 

U

さ
最
ネ
本
質
的
な
る
部
分
は
所
得
.で
あ

々

、

夂

？
.消
費
、：：出
費
は
所
得
^
應
.じ
_て
：.統
制
さ
るY

;

ぐ
、
'然
ら 

ず
.ん
ば
資
本
を
破
壞
す
.る
.
至̂
る
^

あ
;̂
>
ぅ
乙
ビ
：を
、
.
彼
れ
_等
ば
知
悉
し
セ
居
^
?
^
^

 

.ー.：人
の
資
本
は
他
人
.の
所
得
.ど
な
る
か
.ら
、
何
が
資
本
で
あ
と
；#

が
所
得
で
：ぁ
：'-

5

.か
5:
決 

而
し
て
彼
.れ
等
は
^
:の
：計
算
ょ
6
.霖

を

.全
<
.除
外
す
る
'を

以

尤

：
最

：
も

傭

箪

.な
4
'
方

法

ビ

考へ
^
V
セ
ペ
イ及、び
，

力

弟ニ十s:

卷

(

一；四八
'七)

疋統派經濟學批

.判者.ミしてのシネモシデイ
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溯
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！；四

、.八
.八
0

.■
疋

猶
派
猶
濟
舉
批

^
者
^
し
て̂

シ
ー
ス̂̂

.

:第
，
九

號
I
!5
J

■,
lr
^
ォ
«

:^
"<
本

質

部

た

決

定

す

；：

へ
，̂
數
輩
を
雜
視
し
て
い
#
費
‘は
無
.制
限
な
力
.で
.あ
々
、.
'
.
若

し

く

は

，
少

く

^
も
、 

，
其

ほ

馨

狀̂
や

て

：限

馨

：
ら

：れ

る

妙

れ

，
ざ

1
,谱

費

.
9跟
界
仗
生
途
办
そ
れ
.
等̂
レ
^

觀

參

;9
示
す
潘
€:
ろ

及

趣

へ

：ぼ

、

'生
產
3
れ

；
る

富
.
は

常̂

消
費
者
*

見

出

す

で

あ
6
5
-

而
し
ズ
彼
れ#

は
、
听 

撙

赘

有

す

る

：
消

費

者

め

各

#

慮

代.
い
，
.
る

べ.
さ

を

生.產

者̂

知

‘ら

し

む

ぺ
'&
:で
^

さ
..
今
白
敢
明
世.
界

：め
_

菊
? :
醸
し
^
^
之

ろ

：の
.
市
場
^
於
名
斯
名
生
；產
.過
剩
夂

.

0,
 ̂

?
 
I

 

I
,
 
• 

、'
'へ

，

:

如
生
產
*
名
れ
：允
1.
^
の
富
は
常
，釔
：消
費
者
を
見
出
す

」

，ミ
謂
ぷ
の
は
勿
論
セィ

の
市
場
理
論
で
あ
る
。
對
立
的
地

位
に
立.
つ
シ
‘
ス“.
モ
，
.
ン
•̂
ィ
の
恐
條
論^-
最
も
ょ
く
理
解
す
る
爲
めk
は
、
簡
單
R

こ
の
市
場
现
論
を
考
察
す
る
必® .

.■か
あ
る
。

:
f
: 

t
t
'
, 

. 

;

セ
ィ
は
先
^
;

「

故
遂
.物
は
生
虚
物
ど
贫
換
せ
&
れ
る」

ビ
SH
ふ
意
味
を
斯
く
說
明
し
た
9 

: 

.>■
■
::

:

:「

物
に
何
令
ホ
!..
^
效
用
を
創
造
し
こ
れ‘女
ま
孩
を
潘
へ.
：儿
が
鉻
め
火
產
業
を
行
ぶ
者
が
、
此
の
價
値
の
他
人
の
尊
重 

.
す
る
%
^
ろ
^
な

つ
::
1:
支
»

そ
婪
ズ
:-
5
^
至
ら
ん
之
ど
を
希.
ひ
得
る
は
、
他
の
人
々
が« :
の
物
品
を
獲
得
す
る
'の
資 

> *
サ
有
^

マ
場
合
^
限
ら
れ
る
0
然
ら
ば
、
此
の
資
カ
は
如
何
な
る
名
の
か
ら
成
办
立
つ
か
。
日
く
、
他
の
價
重
、 

伽S

澈
迷
產
擎
：：他
人：.の_

業
、：

黉
本
及
び
土
地
の
所
產
か
ら®
办
立
わo
從
つ
X

一M

矛
盾
す
る
如
く
で
あ
る
が
、 

灌
■
鄭
取
，對
し
％
販
ヾ
路̂
拓
べ
^
の
は
生
產
で
あ
る」 V

JW

三
:5
.°
而
し.
て
彼
れ
は
、
こ
の
命
題
を
證
明
せ
ん
が
爲
め 

患

：：
生.
產
物
爾
卷
着
物
，
交
換
せ
ら
る
、
の*

實
を
次
の
如
く
說
明
す
るo
r
今
、
:.
織
物.
商
人
'あ

☆
て『

佘
が
佘
の
商 

品
推
硬
猶
來
耀
-'
/
1
;̂
欲
す
る
所
；の

も
.0
は
*

の.
商
品
で.
は
な
く
て
貨
幣̂

兔
此
：：.の
浙
人
を
し
で
、
.辙
物
の
買
手
は
自
&
'の
商
品
を
賢
る
^
あ
ら
ざ
れ
ば
商
人
^
貨
幣
を
以
：て
支
挪
ふ
鲲
.は
ざ
る 

务
ゼ
を
納
得
せ
七
む
る
ば
容
勒
で
あ
る」

(

註
ー
1
;
0
0
即
ち
、，
セ
ィ
纪
從
へ
ば
、
貨
幣
は
，.交
換
の
目
的
物
で
は
な
く
て
單 

把
♦

の
媒
#
手
段
^
.す
ぎ
な
い「「

こ
.の
人
が
貨
幣
を
欲
す
る
所
以
の
も
の
は
、
；こ
.れ
を
以
て
自
己
の
產
業
R
必
要
な 

”る
原
料
品
，焚
，は
生
活
維
持
に
必
要
な
.る
食
料
品
を
買
は
ん
が
爲
め
に
他
な
ら
な
い
で
は
な
い
か
。
看
ょ
、
一
こ
の
人
の 

必
：要vj

す
る
も
の
は
生
産
物
で
あ
つ
て
貨
幣
で
な
'

S

こV」

を
。
彼
れ
の
生
産
物
の
版
..賣
R
際
し
.て
用
ひ
ら
れ
、
，又
、
：
 

.彼
れS

行
ふ
§
2
生
產
物
め
購
入
^
際
し
て
用
ひ
ら
れ
た
る
貨
幣
は
い一：：

瞬
間
後
に
は
他
の
ニ
契
約
者
間
忙
於
七
使
.
 

用
せ
ら
れ
”
次
5
:で

第
一
牟
、
'
:第
：四
の
契
約
者
問
^
使
用
せ
ら
れ
て
窮
'る
所
な
き
5

.
、
'
恰
も
璀
輛
が
，
被
れ
の
賣
i 

し
生
.産

物

：を

運

搬

，
し

た

る

後

R
5I
R
第〕

一
、
:f
一
一
の
生
產
物
を
運
搬
す
.る
ビ
同
樣
で
あ
る
。
を
の
生
産
物
の
販
賣
が 

容
易
で
.5
い
ヒ
.
&、.：：彼
れ
は
こ
れ
を
以
て
：購
買
者
が
自
宅
文
で
生
產
物
を
運
搬
す
べ
&
車
輛
を
有
せ
ざ
る
に
基
く
ビ 

謂
ふ
が
？
然
4

.
貨
幣
ば
生
產
物
の
價
値
を
運
ぶ
車
^
外
な
ら
ぬ
。
：
：
：
故
汶
彼
れ
に
せ
ょ
、
總
て
の
人
^

せ
ょ
、
 

そ
れ
^
れ
必
要
-̂

す
る
所
の
物
を
婦
入
す
る
は
、.一

時
或
る
金
额
^
變
形
せ
ら
れ
た
る
自
.己

.

.
の

生

產

物

の

價

値

を

以
 

'^
す

る
%
の
で
あ
る」

V
J
S

屋

)

：U
斯
く
し
て
セ
ィ
は
謂
ふ
、「『

貨
幣
稀
少
な
る
が
故
£
賀
れ
行
き
思
は
し
か
ら
ず』 

ビ
：”
ふ
之
名
は
，
手
段
を
原
因
.

V

誤
認
す
る
所
以
で
あ
る
。，
又
其
は
殆
.ざ
總
^
の
生
產
物
が
他
の
商
品
？
換
へ
ら
6 

ys
R
先
立
つ
て
貨
幣
：

s

形
態
化
變
へ
ら
る
：、
の
事
實
ょ
6
生
：.じ
4
文
；、頗
^.
頻
繁
化
出
税
す
み
^

^
は
俗
人
の
眼
^
最 

沐
凝
越
す
名
商
品
た
る
の
觀
^
呈
^
フ
結
局
局
媒
#
物
^
過
ぎ
ざ
：る
泛
^
拘
：ら
ず
、總
：て
.の
取
引
の
終
局
目
的
r2
な
觀 

を
■
す
る
：の
‘事
.實
；

生
ず
名
所
の

1:

誤
！
！
^
陷
る
.所
以
で
'あ
'る
タ
貨
幣
稀
少
凌
る
が
故
紀
賣
れ
行
さ
思
ば
し
が
ら 

ず
奪
謂
ネ
べ
さ
セ
は
な
く
て
卜
他
，の
.生
產
物
稀
，少
な
る
が
故
化
賣
れ
狩
§
思
ば
じ
が
&
ず
亡
謂
.ふ
べ
$

§

デ
他
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二
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龄
九
, 

ー
£
四

の
偾
値
に
.し
て
眞
實
fc
存
在
す
る
場
合
k
:は
、.

是
.れ
等
の
價
値
の
.循
環
並
に
相
互
■交
換
に
用
ひ
ら
る
べ
さ
貨
幣
i
常 

ド
充
分
^
存
在
す
' る
。
'若
し
貨
幣
^
し
^
取
引
量
^
對
し
.て
不
足
を
告
C
る
^
至
る
場
合
は
は
、：

Z

れ
.が
補
足
は
常 

k
速
か
k

行
は
れ

る

0

.

:

:

或
る

過
剩
商
品
；•か
何
等
の
：買
手
を
も
.見
出
す
こV:

が
出
來
な
い
.場
合
に
於
て
、
Z

の
販 

賣
を
妨
げ
る
も
の
.は
決
し
て
貨
幣
の
不
足
で
は
な
v>
o 

: •
，貨
幣
は
賣
買
な
る
—*I

®

の
.交
換
^
於
て
僅
か
に..1

■時
的
.
 

の
職
分
を
行
ふ
に
過
ぎ
2
。
交
換
水
終
了
し
た
曉
に
於
て
は
、
常
^
生
產
物
に
對
す
る
支
拂
は
生
產
物
を
以
て
せ
ら 

る
、
も
の
な
る
こVJ

が
發
見
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
L_
V
J
C註一一MO

。

■ 

a 

v
w
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1
3
9-

1ゃ
^̂ 

,

m,
セ
ィ
は
以
上
の
如
さ
販
路
の
现
論
よ
-
^
更
に
進
ん
で
、
1'
財
貨
の
生
產
は'そ
の
價«

た
：け
他
財
貨
に
對
す
る
需
要 

を.
增
加
す
：る
も.
謂
っ
て
ゐ.
る
。

「

生
產
を
完
了
し
た
る
生
産
物
が
其
の
_

間
よ
う
其
の
價
値
の
全
.額
だ
け
他
の
生
産
物

• 

に
對
し
て
販
路
を
提
供
す
る
も
の
な
る
乙
ど
は
注
目
す
べ
さ
で
あ
る
。

m
^
R.

、
最
後
：の
生‘產
者
が
一
：生
産
物
を
完 

了 
U
た
る.
場
合
^
は
、
，
其
の
價
値
が
自
己
の
手
中^

在
っ
て
消
失
せ
んt
:
i
?r
處
れ
で
即
座̂

乙

れ
を
賣
ら
ん
ビ
焦 

虛
す
る
。：

然
か
も
、
、
.
彼
れ
は
乙
の
販
賣
に
よ
っ
て
獲
る
貨
幣.の
價
値
が
自
己
の
手
中̂

停
止
し
な
い
や
う
k
、
人
手 

R.
渡
す
た
hめ
R
等
し
く
焦
慮
す
る
。
然
るk
其
の
貨
幣
を
手
離
し
得
る
は
何
等
か
の
生
產
物
を
買
は
ん

V」

欲
す
る
場 

合
に
限
ら
れ'る
。
：故
に
；一
,
.
生
產
物
の
形
成
せ
：ら
れ
た
事
實
さ
ぇ
ぁ
れ
ば
：、
そ
の
瞬
間
よ
3
直
ち
^
他
の+
生
產
物
^
對

す
る
販
路
が
拓
か
れ
る
の
で
あ
るL

S

Hセ)

：

V
?
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•

斯
る
"セ
イ
の
主
張
^
從
ベ
ば
、
'
市
場
に
於
る
貨
物
の
停
滯
、
生
産
過
剰
、
恐
慌
^
謂
.ふ
が
如
&
社
會
的
事
象
は
全 

ぐ
起
ヶ
得
な
い
喾
で
あ
る
• 

°然
る
に
、
事
實
上
斯
る
現
象
が
生
ず
る
の
は
何
故
か
9
乙
の
疑
問
に
就
て
セ
”イ
は
斯
ぅ
：
 

謂
々
て
居
る
。.七
斯
く
謂
は
^
或
は
疑
問
を
挾
ん
で
次
の
：如
く 
|
附
ふ
も
の
が
あ
ら
5;
、
.

『

或
る
時
期
^
於
て
多
量
の
商 

品
が
買
手
を
見
出
す
を
得
ず
し
て
流
通
界
ゆ
堆
積
す
る
こ
^
0が
.あ
る
.の
ば
如
何
な
る
.事
情
^
茶
く
か
。
：何
故
^
是
れ 

等S.

商
品
.は
互
に
鱗
貢
せ
ら
れ
な
.い
か』

も
。
佘
は
此
の
問
.に
答
へ
る
、
;-
個
々
の
.生
產
物
の
供
給
過
剩
は
其
の
钜
產
物 

が

余

豐

富

忙

生

産

^
れ
代
る
が
爲
め
か
、
又
は
、
：他
の
生
產
者
の
生
產
が
不
足
し
た
る
が
爲
^
か
、
何
れ
か
の 

理
电
に
ょ
つ
て
其
の
生
產
物
が
乙
れ
に
對
す
る
需
要
總
量
を
超
過
し
把
る
^
由
つ
て
生
ず
る
タ
或
各
種
の
生
產
物
が 

過
剩
な
る
は
他
の
生
產
物
が
不
足
し
て
居
る
か
ら
で
.あ
るo

換
言
す
れ
ば
、.多
敷
の
A
グ
が
騰
S
量
^
減
じ
た
る
は
、
 

彼
れ
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す
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た
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爲
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で
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す
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減
じ
た
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た
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彼
れ
.

^
己
れ
等
の
资
料
5:
;
缺
け
る
が
®:
め
で
あ
各」

.
-
 

ビ(

註
三
6

0
:'
以

上

が

；

セ
：：：

イ
：
市

場

璉
^

註
！

11:

八
、J
.

—

w
02
资

斯
ぐ
の
如
き
市
場
规
論̂

由
れ
ば
、
.

1

部
の
生
産
物
が
過
剰
に
生
産
せ
ら
れ
る
乙S
、
即

ち
部
分
的
生
產
過
剩
は 

起
6
得
る
も
、：
一
般
的
又
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。
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。
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代
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前
し
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ネ
抽
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^
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且
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达
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^
註
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本
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所
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^
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甲
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て
所
得
た
る 

克
0
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乙
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資
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對
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手
か
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從
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々
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っ
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名
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受
け
る
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寄
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P
て
^
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。
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他
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費
3
れ
た
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れ
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あ
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し
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換
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あ
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^
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對
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叹
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ず
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藏
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せ
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又
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あ
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れ
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潲
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は
社
會
的
總
生
產
物
^

於
る
生
產
ビ
所
得
ど
を
異
れ
る
要
素
^

分
析
す
る
。「

勞
働
歷
傭
者 

g

耕
作
者
ビ
箏
^

T

生
産
的
富
の
ー
切
を
播
種
め
爲
め
忆
用
队
な
い
。
彼
れ
は
勞
働
を
ょ
6

容
易
、
ょ
6

生
產
的
な 

が
し
む
ぶ
が
如
^

機
械
^

肥
用
す
る
。.
.斯
ズ
：て
、
裔
が
繼
續
的
^

輝
々
衣
る
種
類
に
分
れ
る
?:

看
る
。
II

:
會
が
蓄
稹 

七
た
る
富
のI:
部
分
は
、
己
れ
を
.
そ
の
占
有
者
が
、
徐
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な
る
消
費
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つ
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有
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な
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し
め
る
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れ
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え
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し
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同
.一
價
値
5:
保
有
す
る
も
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で
あ
る
0
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れ
を
流
通
資
本
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稱
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。
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し
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介
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も
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で
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如
何
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く
の
富
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積
し
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し
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で
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自
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の
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充
つ
る
の
手
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を
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ら
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併
し
乍
ら
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現
代
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濟
學
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の
大
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つ
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消
費
を
以
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も
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、
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ず
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彼
れ
の
所
得
論
が
あ
る
'0

ブ

V

訪
四
九 

sismoadi, 

o
p'*
c

rI .
M
，
tome'L P, 

7
7
^

.

シ
：ス
モ
ン
デ
ィ
^
由
れ
ば「

國
民
所
得
は
年
々
；の
生
摩
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れ
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然
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か
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ニ
部
分
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6
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せ
ら
れ
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前
漭
は
富
よ
6
生
ず
を
利
潤
で
あ
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後
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は
生
活
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3
生
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る
勞
働
能
力
で
^
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な
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名
»
の 

も
^
k
於
て
、
吾
人
は
今
土
地
所
有
並
に
資
本
を
：理
解
し
、
利
■
な
る
名
稱
办
：

於
.て
、̂

Q

所
有
者
に
與
，へ
ら 

れ
る
純
所
得
並
に
贅
本
家
の
利
益
.を
了
解
ず
：る

.0
”：•
•
•
.
乙
れ
ビ
同
樣
^

ヽ
年
タ
汾
生
產
”
即
ぢ
其
の
國
^
於
る
總
て
の 

年
勞
働
の
歡
果
は
、
ニ
つ
の
部
分
か
ら
成
々
立
.つ
。
1其

の

^
は
.、
前
述
せ
み
如
く
、_

^

-生
，ず
5;
利
潤
で
あ
之
他
ば
、
 

甯

f
交
換
^
與
.へ
ら
れ
る
勞
働
能
力
、.
即
'ち
勞
働
者
：の
生
活
資
料
^
等
し
ミ
想
定
.ぜ
ら
れ
ふ
%-
の
で
あ
み
。
斯
ぐ
し 

V

、國
民
所
得
$
年
々
の
生
產
ぐ
は
相
.互
^

平
衡
す
る
务
の
.で

あ
:̂
、
.：

：

年

々

砂

所

得

の

备
 

體
ビ
交
換
に
與
ベ
ら
る
べ
き
も
の
で
お
る」

。
.餘

五

.0
薪

.ぐ
の
如
く
、
'
彼
.れ

ば

；
、
ハ

價

値

办

點

：

1:
-
^,
見
七
、
社
會
的
總
生 

產
物
を
可
變
資
キ
e
余
.剩
價
値
ど
^
分
析
し
"
續
.

S

て
、
消

.®
把
.よ
る
生
產
织
所
得
化
よ
备
支
敗
奴
決
定
么
論
ず
る
。

.
驻
五
〇 
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JE
'
統
派
經
濟
學
批
判
者
ミ
し
て
の
シ
ス
モ
ソ
デ
ィ 

第

九

魏

I

六
〇

「
一,
_の
所
樽
は
夺
の
支
出
を
制
規
は
な
け
れ
.ぼ
な
ら
ぬ
。
前
述
せ
犮
如
レ
、
'乙
0
所
得
^
は
ニ
個
の
性
質
が
あ
0 

'
r

は
富
者
枕
於
私
物
質
的
利
潤
^
他
.は

碧

K
於
.和
勞
働
能
力
で
^
か
パ

會
己
办
戚
權
欠
生
ず
る
ミ 

な
ろ
の
»
に
基 

< 利
、潤
を
で
自
己
の
欲
望
若
し
f

«
顧
望
.を

蓮

ず

.べ
ぎ
^
|
:な
1

消
鹭
對
象
物
^
交
擻
す〈

べ
さ
が 

を
i

.
し
^
け
れ
'ば
な
：&
ぬ
10
併
し
：乍
&
、：
,若
^
そ

の

质

管

越

え

て

乏

れ

を

行

ぶ

贫

.

&:
.
ば

ほ
 

產
ひ
ミ
已
：み
の
：富
ょ
^
な
る
資
本
^
れ
自
體
に
就
%:
借
入
^
行
呔
ね
»
な』

贫
^;
な
$
、
：.將

來

に

於

る

自

己

の

.
利

潤
 

釔
減
じ
て
破
滅
を
導
く
^
至
る
。
他
方
、
所
'#
e
し
セ
^
：の
#

働
？?
;
み
^

#
す
を
貧
者
は
ず「

乙
れ
?:
:
龙
出
す
.る
咬
先 

龙
つ
七
^
:富
者
階
級
.に

依

存

.1
>
て
：
居

る0
.へ
被
れ
等
は
，
.斯
る
勞
.働
^
實
現
じ
：ぞ
©
果
實
^
享
樂
し
得
る
输
に
、
：之
れ 

を
賣
も
な
け
れ
ば
な
&
ぬ
。；

而
しV

.
彼
れ
等
は
、
、
富
者
の
.
&、：.肖
ら
の
爲
^
に
务
の
：所
得
を
.費
し
た
る
後
猶
ほ
殘
れ 

る
資
本
を
も
つて

：.

貧

者
€

交
換
を
行
ふ
者
に
.對
し
て
の
.み
：
、

:

I

れ
を
寶
ふ
，てv

が
a
來
る
。.

.

勞
働
能
方
は
乙
の
能
力 

が
使
用
せ
ら
る
、
や

章

一

個

の

^

#

な̂
る
タ
•
•卜
而
し
.て
こ
の
勞
働
能
办
が
全
部
歷
僻
せ
ら
れ
5'
: 

V

し
て
も
、
 

需
要
力
k
從
つ
て
其
の
價
値
は
增
減
す
る
：U
こ
の
故
に
、
貧
者
は
i
:め
.勞
カ
を
賣
却
し
た
る
後
^
於
て
の
み
仑
の
所 

得
を
支
出
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
然
か
も
、
彼
れ
は
、
夺
の
勞
働
を
賣
却
し
た
る
價
格
に
從
つ
て
、
其
の
支
出
を
制
規
す 

谷
で
あ
.ら

ぅ

.0
乙
の
價
格
を
越
え
る4:

切
の
支
出
は
:

:
锻
れ
自
身
及
：び
■社
會
を
破
滅
せ
し
め
、
，又
、
此
の
憤
格
の 

不
足
.若
し
く
は
杜
絕
に
ょ
つ
.て
蒙
る
.1

切
の
窮
艺
ば
卩
生
命
、
.
.
健
康
又
體
力
を
害
ふ
や
否
や
直
ぢ
k
將
來
め
勞
働
能 

ヵ
を
破
壊
す
夺
が
故
^

:
 •.等
し
く
社
會
V
J破
滅
R
導
ぐ
こ
?;
ビ
な
6:
0
斯
ぐ
し
て
：
、
'貧
者
も
、
富
者
ど
同
樣
、
そ 

の
支
出
を
し
て
、
實
現
せ
ら
れ
た
る
所
得
?:
越
え
ざ
ら
.じ
む
べ
く
：、
而
し
てT

切
の
社
會
的
支
出
は
社
會
的
所
得
k 

お
つ
1:
.
'制
規
3
れ
る
乙
ど
ミ
な
る
の
で
あ
る
-へ
註
五
1
0
0パ

普

!

E
-五
.
マ

 

sismondi, 

o
p
. 

d
rI 

s
. t

o
m
e

 I. 

p. 

1
1
2
-
1
1
4

 2 

s
. t

o
m
e

 I. 

p. .
I
l
f

 Ire.

.

斯
く
の
如
く
、一

方
^

於
て
消
費
の
：高.は
.所
得
の
高
に
制
限
せ
ら
れ
ざ
る
可
ら
ず
ど
說
く
シ
ス
.
モ
ゾ
デ
ィ
は
、
他
方 

に
於
て
、

「

一
國
の
支
出
は
消
费R
向
け
ら
る
、
某
本
中
を
の
國
の
生
產
全
、體
を
吸
收
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

」
c
m

五11) 

ビ
謂
ふ
。

『

人
間
勞
働
の
唯
一
の
目
的
は
仑
の
欲
望
を
充
す
^

在
る
の
で
あ
つ
て
、
使
用
^
あ
て
ら
れ
だ
る
生
産
物
の 

み
が
價
値
を
有
す
る

。
.
：
，
而
し
て
富
が
斯
る
目
的
を
辑
せ
ざ
る
場
合̂
は
、其
は
こ
れ
に
代
る
べ&

等
量
の
4?
生
産 

を
妨
.げ
る」

S

五
g

w

。
是
れ
R

關
し
、
孤
立
人
に
就
て
の
彼
れ
の
說
明
を
避
け
、
直
ち
^

社
會
人
を
中
心
^
す
る
再 

生
產
ど
消
*

の
問
題
^

移
ら
ぅ
。

「

社
會
^

衣
食
住
の
不
充
分
な
る
個
入
が
多
數
に
存
在
す
る
揚
合
、
，社
會
の
欲
す
る 

ミ
.こ
ろ
は
を
.の
購
買
し
得
る
も
の̂

限
ら
れ
、
而
し
て
其
の.購
買
：し
得
るw_

.
N
r

ろ
は
そ
の
■所
#
-に
限
定
せ
ら
れ
る
。

今
若
し
、社
會
の
爲
め
、
富
者
が
自
己
の
資
本
所
得
ょ
6
.取
立K

る
以
上
.の
：奢
侈
品
が
生
産
さ
れ
る
^

す
れ
ば
、
富
者 

は
.恐
ら
く
を
れ
等
を
取
得
せ
ん
^

蹵
み
、
そ
れ
ょ
6

新
し
1

孕
樂
を
杣
出
し
得
る
の
方
法
を
認
め
.る
で
あ
ら
う
。
け
：
 

れ
オ
も
？
.彼
れ
等
は
破
滅
の
危
險
を
胃
し
.て
之
れ
を
購
買
し
な
い
で
あ
ら
う
。
何
故
な
ら
ば
、
.
そ
の
.爲
め
^

自
已
の
：
 

資

本

に

就

て

借

入

を

行

ひ

、
：
換

言

す

れ

ば

、
：
，貧

者

.の
_現
實
所
得
の
_み
.
.な
ら
ず
自
己
.の
，'將
來
所
得
を
も
削
減
し
な
'け
^
 

ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。：
從
つ
て
、
斯
る
镣
侈
品
を
生
産
し
た
る
者
も
亦
、富
者
の
所
得
ゼ
突
換
じ
得
：ず
、
、又
：̂

の
«
. 

本
を
囘
收
す
る
.
M
Y
:が
出
來
ず
.

て
、备
の
生
產
を
苒
開
す
る
こ
と
が
出
來
な
く
な
る
.
or r
A

し
^

#
れ
の
勞
働
.は
^
. 

止
せ
'
6
.れ
る
で
あ
ち
う
.。
：：
又
：若

し

、
，

.貧
者
が
、
消
®

じ
#

る
fi
t

上

で

ば

な<:
て
：；ム> の
#

働
.
€交
換
に
所
得
.ょ
4

取
得
. 

し
#

名
以
上
R

、
彼
れ
等
.の

爲

め

た

：生

活

必

需
.a
が
生
*

為
れ
る
ビ
ず
れ
ば
、疑
％
な
く
被
れ
等
は
生
洁
免
向
上
せ
ん 

苳
の
强
3

希
望
を
持
つ
で
あ
ら
う
が
、；
事
實
は
を
5

し
な
い
で
あ
ら
う
。
何
故
な
6

ば
：、

彼

れ

等

が
'斯

ぐ
- »
む
.の
.故
，
. 
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四
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”：四
办
八

)

：
班
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：
羅

濟

擧

批

舛

者

ぜ

し

.
て
：|

ネ

：
モ
>
ゾ
ぞ
ィ

 

」

第

義

； 1:为

ニ 

;を
^

!

賓
者
は
彼
れ
等
^

士
.層
高
率
^

勞

銀

を

癍

供

せ

：ず

、

.；又

珥»
多

..
<

-

0

#働
^

.で
*

義

-
即
.玉

彼

れ

等

自

身

ょ

々

謂

：
作

ば

：
嫁

：
働

ズ

戈

外

：
交

：
換

.
R
與

：
ふ

：
ベ
；̂
^

く

、
；
又_

じ

：
少

額

：
の

沧

豪

茶

：
金

が

t

 
^

て
；
^

，

.

そ

の

爲

：务

仅

>-
^
貪
€
:<
;

な
；
る

が̂-
で

あ

洛

.。
：

：#:
つ

そ.
小

麥

は

饑

蕾
«

:1
>
令

''
>

あ

る

参

數

；
の
'
人

:■-々

&

!

じV.
賣

れ

ず

释

殘

み

得

る

3
、

しv

生

：產

著

.巧

;北

す

名̂

等
^
く
«
生

產

の

爲

必
^
投

資

：
し

樽

な
.ぐ

，
；
な

：
る

^

あ

令

フ

:'
^
時

^

^

で

分

条

、
つ

七.ょ
^

*
な
.名

消
«

>
導
^

^
ヒ

は
^

:綠

の

，
所

得
%
越

：
ゆ

：
.る
_

芝
ー
：传
の
奢
侈
品
$:
市
場
&

:
-'
(
>
?之
を
賣
却
6 

:

し
な
け
れ
ば
*
ら
g

g

0場
.合
、
富
者
：は
ょ
.
6安
く
購
入
し
#
,る
が
鍊
紀
.消
费
者
：苳
し
：て
利
^

^
信
ず
る
權
あ
ら:5
'
。
，け
れ
：ざ̂
"
富
者
の
中
れ
は
生
產
者
が
含
資
れ̂
居

る

が

ら

ゝ

甯

者

は

消

费

者

^
じ

て

刺

す

る
 

以
上
代
生
產
考̂

し
て
锒
失
を
蒙
る
ぞ
苳
ゼ
な
る
。
.
年
生
產
：の1
寰

に

就

；
で

芄

_

の
損
失
が
彼
れ
等
.の
資
本
及
び
所 

#

代
及
^
、；而
し
て
各
の
：所
得
の
減
：少
は
次
年
度
の
消
費
減
少
を
、冬
の
'資
本
の
減
少
ほ
貧
者
の
勞̂ 

の
減
退
を
來
す
で
あ
ら.ぅ
.̂

又
、若
し
生
麁
者
が
勞
鈒
の
：價
値̂
ー1
倍
す
'る
生
洁
必
需
品.
を

市

場

：
^

齋

す

ビ

き

は

ビ
 

の
勞
働
0
價
値
でM

れ
を
全
部
賣
却
し
衣
け
れ
ば
な
ら
.g
か
.ら 
> 
:五
；割
の
损
失
ヒ
な
る.で
あ
ら
ぅ
。
' ..成

程

貧

者

は

Z
 

0
年
^
け.
は
消
費
者
ビ
：じ
て
利
す.る
で
あ
ら
ぅ
が
、'
生
產
者
k
於
'る.
所
得
の
M
« -
が
る
資
本
の
偾
値
半
減
は.

勞 

働
需
要
を
減
じ” 

■允.
'•
從
つ
ズ
食
者
の
所
得̂

る
勞
働
の
價
値
は
半
減
す
名
で
あ
ら
ぅ
。

)

斯
く
の
如
く
し
て
所
得̂ 

ょ•
り
て
制
限
せ
ら
れ
，る
一
國
の
支
出
は
消®
某
本
の
中
^
坐
'産
の
全.
部
を
吸
收
し&

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
ハl
s
>

註
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v
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.

己

の

部

分

.の

狀

明

に

I t
て

は

、

發

井

敎

嗲

1
康 

/
產
消
_
の
.均
衡
£
關
す
る
論
^」(

本
誌
ー
九
卷
四
號)

四
七
|
五
！1.1參
看
。

■
然
か
も
、
一
自
由
競
爭
の
取
ら
行
は
れ
る
資
本
主
義
社
會
^

於

て

は

、

必

然

、
：

*

本
蓄
積
.の
®
め
の
機
械
採
用
が
行 

は
れ
、
從
つ〗V

過
剩
人
.ロ
代
よ
る
勞
銀
の
低
下
、
財
貨
需
要
*

の
減
退
は
自
ら
生
產
過
剩
化
導
く
ミ
V
J
kな
ら
ざ
る 

を
得
な
”

ど
謂
ふ
。へ

. 

‘

「

分
勞
は
絕
.え

ザ

生

產

カ

を

增

加

し

、
資

本

の

增

殖

は

新

し

さ

用

途

を

：求
，め

ね

ば

な

ら

な

，

S

か
ら
：
：
生
産
者
は
自 

己
の
市
場
搬
大
を
最
大
の
緊
要
事V

J

す
る
0

：
:

而

し

て

そ

の

財

產

の

增

大

は

，總

て

販

賣

の

擗

大

k

依
存
す
る
。
こ 

の
故
汔
商
人
は
新
し
い
所
得
^

對
す
^

ハ夂.換
が
自
己
に
提
供
せ
ふ
る
\

揚
合
^

は
、
同
^

賣
を
掀
大
せ
ん
こ
ど
R
熱
中
し
、富
の
增
加
を
Z
れ
に
此
例
せ
し
め
ん
、
<£
す
.る
:0.
:,
又
.製
造
者
は
努
働
若
し
く
は
材 

料
の
.使
用
^

何
等
か
.の
節
約
を
見
出
3

ん
ゼ
絕
え
ず
注
意
す
る
。
然
る
に
：材
料
は
そ
れ
'自
體
前
勞
働
の
生
產
物
で
あ 

る
か
ら
、
#

れ
の
節
約
は
結
局
常
に
：同

一 .

生
產
物
R

»
し
て
、
よ
々
少
最
の
：勞
働
^

曆
.傭
す
:^
:
:こ
'ミ 

• 

•
:個
別
的
^

考
ふ
れ
ば
、
製
：造
者
の
目
的
は
、：，L

部
の
勞
働
者
を
解
赝
す
る
ざ
ミ
で
は
な
く
て
、:'
同
數
の
#

働
を 

歷
傭
し
且
つ
.よ
$

以
.上

：
の

生

：
產

を

あ

げ

る

：
.
こ

-2
£
で
あ
る
。
然
し
、
'
»
會
的
に
見
れ
.ば

、
；：他

の«

造
奢
が
直
ち
^
:こ
n
. 

k

倣
ふ
が
故
k

、
：'結
局
新
機
械
が
勞
働
の
.生
産
力
を
.增

加

し

：
，
た

：
だ

け

.、.：誰
か
が
自
己
の
：勞
働
者
を
解
雇
し
な
炒
れ
ば 

な
レ
な
く
な
'

:

:

:

.

:
全

體

：ミ

し

て_の
彼
；れ

等

の

消
«'
は
を
れ
だ
け
減
少
す
る
；.で
：あ
&

'5-
-,ィ
斯
く
し
て
舊
式
生
：淹
業
：
 

は
沒
落
む
て
行
く
。
洵
R '
消
費
者
は
競
#
の
結
果
利
益
を
#
る
で
あ
ら
ぅ
が
、
，斯
る
利
益
.は
勞
働
の
減
少
ど
比
肩
す 

ベ
く
も
.な
い
o 

.

. 

•
:
之
の
故
^

發

叨

，の

結

果

は

、
總

て

の

者

^

故

や

る
®

^ .
、j

國

所

得

の

：減

少

ヒ
.な
.ヵ
>

そ

の

爲

め

轶n

十

四
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一

四
九
九
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正
統
派
經
濟
學
批
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者
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シ
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九
被
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ふ
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モ
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第
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披
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六
四

、
、.

.
•

に
次
年
の1

般
消
費
力
を
よ6
弱
：め
る
乙
ざM

な
る
で
あ
ら
うo 
.、•...
今
日
迄
：、
新
し
&
方
法
の
發
見
は
大
な
る
國 

民
：损
失
、
所
得
の
從0

て
消
費
の
大
減
少
を
生
じ
た
。
其
れ
は
然
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
何
故
な 

ら
ば
、.
勞
働
其
れ
自
體
が
所
得
の
重
要
な
る
.一

部
分
を
構
成
す
る
か
ら
、
需
要
勞
働
を
減
少
す
る
こ
ど
.は
當
然
國
家 

、

を
貧
窮
な
ら
し
め
る
所
以
だ
か
ら
で
あ
る。• 
：
•
然
ら
ば
人
間
勞
働
を
節
約
す.る
技
術
の
發
見
は
總
て
、

4

部
の
人 

銪
に
對
し
て
常̂

不
幸
で
あ
る
か
。
勿
論
然
う
で
は
な

S
。

人
間
^
よ
っ
て
充
足
し
得
ざ
る
勞
働
が
あ
る
場
合、.
Z 

.,

れ
が
機
械
に
よ
っ
て
完
成
せ
ら
れ
る
之
ヒ
は
幸
で
あ
る
。
人
間
勞
働
が
全
部
雇
傭
せ
ら
れ
、
且
っ
生
產
が
機
械
に
よ 

っ
て
行
は
れ
る
な
ら
ば
、
社
畲
は
利
益
を
享
る
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
、

.

斯
る.
利

益

ば

，機

械

♦か

人

間

に

代

置

す

る
.

こ 

.
，ビ

に.•よ
づ
て
の
み
獲
得
し
得
ら
，れ
る
か
ら
、
其
は
結
局
人
類
の
災
厄
で
あ
る

」
c

註
五
：s
o 

,

.

.'•
こ
の
點
に
っ
令
1
新

原

，

苒

販

に

.«
:
猶
.
ほ
次
，
の
如
き
說
明
が
加
え
て
.

あ
る
5
.
-
人
間
の
勞
働
カ
を
借
加
す
る
技
^
の
發
叻
は
:

::

皆
役
に
立
っ 

.

が
、
其
は
消
費
^
の
關
係
に
於
て
の
み
有
用
に
使
用
せ
ら
れ
る
。
泔
費
者
が
よ
り
多
益
3
3な
る
生
產
物
を
欲
求
す
る
場
合
"に
は
、
發
明
は
同
量
の
勞 

働
を
.以
て
典
を
取
得
せ
し
め
る
が
故
に
有
用
で
あ
る
。
又
若
し
消
费
者
が
よ
リ
大
な
る
坐
產
物
を
欲
せ
ざ
る
場
合
に
は
、
發
明
は
生
產
者
に
對
し 

て1

屉
永
き
休
息
を
與
ふ
る
か
ら
猶
ほ
荷
用
で
あ
ら
う
。
.：
.社
會
は
よ
り
大
な
る
生
産
力
の
獲
得
に
よ
っ
て
苦
し
む
の
で
は
な
く
、
其
の
惡
;» 

に
惱
む
の
で
あ
る
。
レ

c

coismondi, 

o
p
. 

c

r

2 

s
. 

I. p
.

ぷ
9
丨3
5
0

)

''驻
五
四 

Sismondi, op. 

c
i
r
M 

s
.

s-
3
0ド
V
>̂ス

_32|;.

「

富
の
增
加
よ
う
生
ず
る
生
産
が
確
實
k

消
化
し
盡
3

る
れ
.ば
、
-
こ
.の
增
加
は
社
會
を
利
す
る」

。
こ
の
事
は
シ
，

ス 

モ
シ
デ
ィ
も
充
分
に
_

«
し
た
。
め
し
、
資
本
主
義
社
會
に
於
る
分
配
の
不
平
等
、
.費
本
の
蓄
積
は
、
現
實
上
販
路
5: 

狹
め
て
生
産
を
過
剰
な
ら
し
め
て
居
る
。

「

總
て
の
人
の
安
易
及
び
享
樂
が
殆
^

平
等
犷
る
か
或
は
多
數
者
.が
窮
乏
し
0

、
あ
る
に
少
數
者
が
豐
潤
^
飽
く

. 

.

か
：は
"國
民
の
幸
福
^
€

つ
て
無
關
係
の
も
の
.で
は
な
い
.。

乙
れ
ビ
等
し
■ぐ
；、
收
益
の
分
配
も
亦
富
の
增
加
R
無
關
係 

の
.も
の
で
は
な
い
。
享
樂
の
屯
等
は
其
の
.
.結
果V

し
て
生
産
者
の
市
場
?:
常
^

,
大
す
べ
さ
.も
の
で
あ
6
、
そ
の
不 

平
等
は
常
^
.益
*其
を
縮
少
せ
し
む
る
'こ
o

な
る
。
同
一
收
益
は
甯
者
戾
び
貧
者
^
ょ
0
て
等
し
ぐ
消
費
せ
ら
れ
る 

け
れV

J
^
、..'

其
の
消
費
態
樣
は
同I

で
な
S

9
富
者
は
貧
者
ょ
々
も
資
本
?:
用
ふ
る
ミ
^
遂
か
^
多
く
、
勞
働
を
投 

入
す
る
乙
ど
極
め
て
尠
い
o
從
.つ
て
殆
ざ
富
の
興
生
產
に
資
す
る
e
こ
ろ
が
粑
い
？
：
：
十
萬
义
丨
グ
#
の
所
得
が 

1
人
忆
屬
し
や
ぅ
^
百
人
に
分
た
れ
や
ぅ
ど
、
.
等
じ
く
消
費
に
向
け
ら
れ
る
こ
^

^
變
办
は
な
い
。
然
し
斯
る
消
費 

は

同I

性
質
の
も
の
で
は
な
いo
極
め
て
富
裕
.な
：る
者
は
無
限
に
多
く
の
物
を
使
舟
す
る
R
非
ず
し
て
、

J

層
良
質

の
も
の
を
需
要
し
、:
:

斯
く
し
て
不
法
產
的
勞«

者
:̂

賃
'銀
を.
支
拂
ふ
こ
ビs 
s
 
o------------------
又
、
乙
の
所
得
が
百

の
家
族
^
分
た
れ
て
.居
る
場
合
^
は
、

一
層
良
質
の
麵
_
，ぬ
を
*

a、
葡
萄
滴
•麥
酒
を
呑
ん
で
其
の
國
の
農
業
を 

促
進
せ
し
め
る
で
あ
ら
ぅ
。
又
、

一
層
品
質
の
優
れ
.た
る
內
國
製
の
衣
趴
を
纏
ぶ
で
あ
ら
ぅ
9
_ :

:
斯
く
し
て
.國
內 

エ
業
に
發
展
カ
を
與
へ
る
に
至
る
で
あ
ら
ぅ
。
若
し
同I

所
得
の
大
部
分
が
：1
人

：
の
：
富

者
^
寐
有
せ
ら
れ
、
殘
額
•か 

九
十
九
人
の
極
貧
者
^
分
配
せ
ら
れ
る
揚
合
^
は
、

I

國
產
業
^
對
し
て
與
へ
ら
る
>
刺
戟
は
右
の
場
合
ょ
办
も
遙 

か
£

 S

で
あ
ら
ぅ
。

.
• 

• 

•

資
本
蓄
積
の
結
果
は
.

T

般
.
K
勞
働
を
大
エ
_

に
集
中
せ
し
め
る
が
、
巨
.大
な
る
財
富
集 

積
$
結
果
は
斯
る
大
規
模
產
業
の
生
產
物
、
從
つ
：て
.富
の
消
費
を
殆
>」

絕
對
的
祀
徘
除
す
る
^

^
ビ
な
る」

6

五
55
:)

。

駐
五
：iLsismondi, op. 
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r
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迄
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 p. 3
3
1
1
3
3
5

to
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d
. tome IL p’ 35713^-

斯
く
の
如
く
、
資
本
家
的
生
.產
關
係
■は
.一

方
k

於
て
資
本
の
蓄
積
、
富
の
生
產
カ
を
刺
戟
す
る
が
、
そ
れ
^
同
時 

^

、消
*

ビ
生
產
ビ
の
均
衡
は
必
然
的
^

破
れ
て
生
產
過
剩
を
來
す
^

謂
ふ
。斯
る
國
內
恐
镟
の
理
論
は
同
一
過
程
ド
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笫
九
铖 

H
C

六

於
^

诋
界
恐
懢
0
.
說

喊

ぬ

な

る

ダ
.：

」

.：：';
へ

:
:
r 

シ
：
：
、
.
：
：v
:.;
v
 

ぐ
：：.：

门
以
4

の
..如
く
、
.財
產
が
少
數
所
有
者(

の
丰
：中
代
集
#
せ
ち
^
>
:鴦
 ̂

從 

つ
て
常
^
產
業
は
益
.
<販
路
を
外
國
市
場
に
求
め
ぎ
る
を
得
ざ
：る
、ド
至
る
の
管
あ
0
.て

、
_
:
:
生

產

が

消

費

を

越

ゆ

る
 

'國
.ば
總
尨
等
じ
く
外
阈
市
場
^
注
意
幺
向
け
各
こ
ヒ
.に
な
务
。ゝ
.，；
併
し
^

&
、
,
界
市
場
^
於
て
も
亦
事
情
は
.國
內 

市

場

.
の

場

合

に

等

し

い

？

:
，
•世
界
販
路
の
鱗
大
は
.世
界
的
繁
榮
の
結
某
^

b
て

の

み

：
可

能

，
ぞ

な

-
c
^
:

而
b
て
消
® 

ば
新
所
得
め
額
^
限
定
せ
&
れ
る
。
：
•
>
•
>■
'
然
も
各
國
の
消
費
力
ば
、1'
前
述
：せ
る
如
ぐ
增
進
ず
る
乙
！
が
出
來
：ぬ
。
' 生 

產
は
消
费
を
越
ぇ
、-
製
造
ば
資
本
額
に
比
例
し
セ
.需
製
に
比
例
せ
ず
9
然
か
も
、へ
商
人
は
新
販
踏
妃
向
つ
て
.殺
到
し 

で
順
次
^
沒
落
じ
行
く
の
' 事
®.
.は
，
種
.々
の
商
業
報
吿
、
新
賴
、.旅
行
者
の
談
話
に
ょ
つ
て
哪
白
で
あ
^
u
s
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五
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莨
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看
？

:(

斯
ぐ
じ
て
.シ
ス
モ
ン
デ
ィ
は
，、「

消
費
生
產
0
不
埒
衡
、
生
產
者
の
沒
落
過
&

ど
謂
ふ
が
如
さ
極
め
て
明
瞭
な
る
眼 

齔
哎
活
事
實
を
、

-1
£
統
.派
緻
»,
學
者
ば
何
故
^

1

し
ゃ
ぅ
め
じ
な
.
$の」

か
ぎ
.反
間
じ
、
彼
れ
等
：の
誤
謬
は
#

れ
等
が 

年
々
.以
生
產
ぶ
所
得
匕
を
同f

視
す
る
^
在
る
だ
述
べ
て
廢
§,
:
詎
孟
s

o

r

t方
T ;
K-
.
'
'
ォ
は
セ
ギ
R.
從

；
つ
；
て

斯

.
ァ

缉

ふ
 

I

セ
.
そ
氏i

r
.

抑
も
需
要
は
翻
6
生
產
に
依
つ
で
の
み
制
限
せ
ら
る
V

i
の
で
あ
る
が
ら
3
如
何
な
る
資
本
額
 ̂

丄
、
阈
內
R
於
で
使
服
じ
得
ら
れ
細
こ
^
は
な
い
ビS

ふ
.
1す
??
.
.ク
遺
憾
«-
く
_
明
じ
?2
0
做
人
も
消
費
す
6'
緣
め
、
パ
 

若
し
ぐ
：6
寳
却
す
f
鍰
め
'以
外
k
生
產
r
行
ふ
も
の
^;
な
ぐ
、
而
し
て
锻
れ
は
直
搽
己
れ
^

取
づ
て
有
>0
で
あ
る
か
、
 

豳
は
將
來
の
生
產
£

貝
軟
し
得
べ
さ
他
の
何
れ
か
の
貨
物
を
購
人
す
る
意
圖
を
以
て
す
る
&
外
、
' 決
し
で
物
を
寶
却
.

す

るも
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の

で

は®
ぃ
' 

o 

-

さ

れ
K
生
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を

行

ふ
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Rょ
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霞
蘀

或
は
他
の
誰
れ
.か
の
財
の
勝
買
者
且
つ

消
费
者V

J
.

な

る
か
の
何
れ
か
で
^

るC

註
五
も>

V
J

。
«

し

乍
ら
、
此
の
原
則
を 

以
て
し
て
は
、
商
業
史
上
最
も
破
實
な
る
事
實
、
即
ち
市
場
閉
塞
を
了
解
レ
又
.說H

ず
t

.
，f

し
は
絶
對
に
不
可
能VJ 

な
る
。
且
つ
こ
の
原
則
^

從
へ
ば
、
セ
エ
及
び
リ
ヵ
ァ
ド
ォ
が
價
値
及
び
富
な
る
名
辭
に
與
ふ
べ
さ
意
義
^
就
て
相 

互
^

接
近
す
る
ど
謂
ふ
矛
盾
ょ
な
脫
却
し
得
ず
、
又
、
生
產
は
增
加
し
つ
、
あ
る
に
資
本
利
澗
及
び
賃
鈒
は
屢
|«
同 

時
k

低
落
す
る
あ
る
所
以
を
說
明
す
：
る乙

V
,

が
出
來
な
い
。
年
々
の
所
得
を
年
々
の
生
産
物
ど
混
同
す
る
こvj 

は
經
濟
學
全
體
を
«

ふ
^

厚
さ
幕
を
以
て
す
る
所
以
k

外
な
ら
ぬ
。M

の
雨
者
を
區
別
す
るV

J

き
、
初
め
て
一
切
は 

明g

ど
な
り
■、
總
て
の
事
實
は
そ
の
现
論
ミ
一
致
ず
る
の
で
あ
：る
：

」
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八

實

。

---

V

パ
，

.
■'
.: 

■,

'
歐
洲
k

於
る
資
本
支
配
の
無
遠
慮
な
る
鱗
大
R

S

T
る
力
ッ
テ
ン
ド
ラ
.の
如
&

呼

び

聲

は

彼

れ
^'
#

す

る

反

對

論
 

を
.三
方
而
^

惹
さ
起
し
气
即
ち
英
吉
利
化
於
る
リ
ヵ
ァ
ド
ォw

其

，
の

學

徙

、
«

蘭

西
^

於

る
^

ミ

ネ

學

，
說
0

解

說
 

者

ジ

！

ベ！• 

'セ
エ
及
び
ナ

'シ

，
，
.シ

ゼ

ン

藥

派

ば

其

れ

で

あ

る

-'
:
0;
;庵
*

組
織
の
.暗
黑
1

:
而
し
で
特
紀
恐
槛
を
强
調
：
 

し
れ
英
吉
利
の
ォ
ォ
.
.土
ジ
”
の
.思
想
敬
程
.ゆ
，

工
業
發
展
^
關
す
る
怔
界
ぼ
誇
る
思
想
、
人
間
勞
働
の
生
產
カ
^
於
る
無
限
の
發
展
を
强
調
し
た
る
他
の
偉
大
な
る 

空

想

寶

ン

V
シ
■モ
シ
の
-
派
は
、
ン
シ
ス
壬
シ
劣
ン
の
怒
號
^
激
し
き
不
安
を
感
じ
た
。
併
し
乍
ら
、
ル
タ
セ
ン
ブ
, 

グ
も
雨
ふ
如
’ぐ
，
'玆
に
吾
人
の
興
账
ぉ
猶
<^
織
_

'

€論
_

«

_に
擦
ザ
_
 ̂

ンV

ィ
ヒ
リ
力
d
 

ァ
K:
.ネ
學
勝
が1

論
乘
で
あ
る
@

五
八
>
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»著
は
.
、

»

笫

ー
5 .
.四
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レ

(

ブ
五
0
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派
經
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學
批
判
者W

し
て
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5

モ
ン
デ
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第

九

號

一

六

八

5

つ
た
蘇
原
理」

初
版(

一
八f

九
年

〕

に
於
る
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
恐
憐
論
の

..太
要
^
前
述
し
た
o以
下
展
開
せ
ら
れ
る
論 

#

k

iつ
：て
パ
シ
ス
モ
'イ
デ
ィ
_化
於
：る
芘
統
學
：派
.批
判
の
©
度
は 

'■■

.

.

.

ミ

.

■•
:.

.

'

:

.
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1

八
.ニ
九
年
十
^
即
ち「

經
濟
學
の
.新
原
理」

出
版
直
後
、
マ
カ
ロ
ック

：：

は
：
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d
i
n
b
u
r
g
h
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i
e
w

誌(
V
O
L
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.上
に
匿
名
を
以
て
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
批
判
を
揭
げ
た
。
元
來
こ
の
批
判
は
オ
オ

H

v
ic
向
け
ら
れ
た
も
の
で
か
る
が
、同 

時
ド
シ
ス
モ
シ
デ
ィ
の
恐
«
論
^
及
ん
だ
。
而
し
て
其
は
生
產
カ
の
增
大
に
伴
ふ
浒
費
カ
の
必
然
的
發
展
を
論
證
せ
ん 

W

す
る
も
の
で
あ
る
。
續
い
て
.、

シ
ス
モ
シ
デ
ィ
は
一
八
ー
ム
0
年
口
ッ
ダ
の「

法
學
年
報」

^「

消
費
カ
は
社
會
^
於
て 

常
に
生
產
カ
ど
共
^
增
加
す
る
や
の
問
題
^
對
す
：る
檢
討」

を
揭
げ
て
.乙
れ
^
答
へ
た
。
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
は

.こ
の
反
® 

文
を
認
め
た
當
時
R
於
て
前
批
評
文
の
執
筆
者
を
知
ら
ず
、
單
^「

其
の
名
を
知
ら
ざ
る
研
究
者」

(

註
五
：九〕

^
謂
ひ
、
 

i

八
ニ
.七
年「

新
原
理
J

W版
^
採
錄
す
る
時
、
初
.め
て「

M

の
批
評
者
が
マ
カ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
乙
ミ
を
其
の
後
知
る

 ̂

至
つ
た」

6

六
：〇)

ど
脚
_
に
附
言
し
て
居
る
0 

' 

‘
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p. 

3
7
6

^
2-
Q
, 

ノ

:

シ

ス

モy

デ

ィ

は

先

づ

論

爭

の

焦

«

を

指

摘

し

恐

«

の
重
_要

性

を

說

い

た

。
日

く

、「

吾

々

ニ

人

の

探

究

す

る

こ

の

眞 

理

は

現

實

上

の

環

«

^'
於

て

最

も

重

要

な

.る
も
.の

で

あ

る

o 

i
の

眞

理

は

經

濟

學

k

於

て

根

本

的

な

も

の

ど

考

へ

#

る
。
パ1

般
的
窮
乏
は
、
商
業
、H

業
、-

或
は
農
業
^
於
て
3
え
も
起 <

>
得

る
。.そ
の
苦
隙
は
極
め
て
永
續
时
で
あ
ぅ
、

異
常
な
も
，の
で
あ
る
か
ら
、
多
數
の
家
族
^
不

幸

を

齎

し

の

人

に

不

安

，
ビ

失

望

‘と

を.興
'へ

て
;>
社

會

の

紙

織

其
 

れ
自
體
を
危
く
す
る
R
至
‘る
'の
で
あ
'る
o
.
.
:

乙
の
1
般

的

沒

落

：
に

對

し

て

.
1
.
1
個
1の
對
：'立
せ
.る
說
明
が
與
へ
ら
れ
る
。
 

其
：の
：1

は
謂
ス
、「

市
場
^
堆
積
せ
る
過
剩
商
品
0
總
て
を
消
«
し
、
而
し
て
其
の
後
生
產
を
»
買

者

の

需

要

^

從

つ
 

て

：
統.制
す
るV

き
の
^
平
衡
.は
苒
び
確
立
：せ
ら
れ
、
而
し
.て
平
和
ど
幸
福
：ど
^
苒
び
歸
る
で
あ
ら
ぅ」
<
。
他

は

謂 

ふ
、「

生
產
^
對
し
て
.ミ
同
樣
薺
積
に
對
し
て
矽
|
:ー
倍
の
努
カ
5:
狒
ふ
€

&
、
.平
衡
が
囘
復
せ
ら
れ
る
0市
場
が
溢
れ
て 

居
る
.ビ
信
ず
る
の
は
自
ら
を
欺
く
も
の
で
あ
る
。
事
實
は
倉
庫
の
半
分
が
滿
.次
れ
て
居
る

•̂
す
ぎ
ぬ
。
他
の
半
分
?: 

滿
ざ
ば
、
.
i
の
新
し
さ
富
は
他V」

交
換
せ
ら
る
、M

 

v

kょo

て
商
業
に
'生
氣
を
與
へ
る
で
あ
6
ぅ」

C
S
O
)

ど
。斯 

く
し
て■

シ
ス
モ
y

、デ
ィ
は
自
ら
.稱
す
る
如
く 

S
六
0

マ
力
ロ
ッ
ク
：の

批

評

を

-句
ブ
句
捉
へ
て
之
を
反
駿
し
て
居
る
。
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II. 

T 3
7
S.

M

て
の@

品

ばl

個
の
供
給
?:
表
現
す
る
の
み
な
ら
ず
、.ま
r2
自
ら
も
.一

個
の
需
要
を
表
現
す
る
？
謂
ふ
マ
カ
ロ
ッ 

>
の
主
張
^
對
し
て
シ
ス
：モ
ン
デ
ィ
は
次
0
如
く
答
へ
，て
居
：る
。
：

.

「

マ
、力

マ

ッ

ク

^
從
へ
ば
、

『

需
要w

生
產
ど
は
眞R
相
關
的
且.
つ
相
互S

れ
換
え
得
る
名
辭
で
あ4

。.
ぁ
る
種.
S
 

の
供
耠
は
他
の
財
の
需
嬰
を
構̂
す
る
o
故
R

一'定
量
の
*
員
生
*
：物
^
*
す

る

需

要

：は

、
；
等

：
し

き

生

：產

費

を

要

す
 

る
£
業

生

：産

物

が

m

れ
ヒ
交
換
R
提

供

せ

，
ら

れ

る

時

.
R
於
て
の
み
存
在
す
る
。
而
し
て
他
方> 

乙
の
工
業
生
産
物
量 

ic
w

す
る
有
效
需
要
は
、
同
額.生
產
费
を
要
せ
し
農
産
：物
量
が
等
價
物e
b
て
提
供
せ
ら
れ
る«■
#

の
み
#
®
す
る 

.
の
で
あ
る』

6
。
：：
マ'力
ロ
；
ッ
ゝ
ク
は«

吣
の
み
を
問
題
ヾ
し
し
、
.
典
は.
事
ら
生.
產
費
R
從
づ
て
？®
ま
せ
ら
れ
る
ど#

へ.
る
o

笫
ニ
十
M
卷

a

s

o五〕

正
•統
派
'經
濟
學
批
判
者
せ
し
て
‘の
シ
ス
モ
ン
デ
.イ
 

第

九

跋

こ

ハ

九
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四
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ls
o .
^

v

.7
H
旗
派^
^

批̂
判
鲁
孓
し
そ?>,
シ...ス
モ
ン̂

^
• 

筋
九
.號

ー
七
〇

•
(.
;
:
成
'程
、ド.生
'產
者
：は
：生
產
鸯_

ヴ
>
で
'計
算
5 :
:
樹
1

一

1

翻
'の
動
機
-
^
先̂
^
欲
望
次
^
1觉
拂
丰
'段
^
依
つ
へ
て
決
意
す
る
。N

/

れ
#

マ

葉

素

の

，
結

合

ビ

輿

^
等

の
^.
產

：
物

.
匕 

の
此

例
.
が̂

需

要

を

，
構

成

す

'る

の

で

系

つ

て

、
、

Z

の
#

®
は
生
產
價
格
ょ
み
或
ゆ
大
で
あ
一
々
或
は
小
で
あ
卜
#,
:̂
'
。

：y 

ふ

;:
:
又
：マ
.：汐
々
ッ
：泌
は
.商
業
■其

消

費

な

る

極

め

て

異

つ

：
：
た

3
物

を

混

：同

：
し

で

每

る

で

^

ビ
Rょ

：：

つ

：
て'需

要
^
資

す

る

允

で

ろ

：
あ

：
る
：

.も
、.：
：
決

し

て
.态
の
«
耍
を
創
造

者
が
生
：產
物
を
賣
却
せ
ん
艺
す
る
同
じ
熱
心
を
'以
；て
市
場
^
現
れ
て
■も

、

：
：
究
局
の
需
要
、
有
效
需
要
な
さ

こ

れ
 

等
»*
故
の
交
換
は
爾
^
て
.常
忙
崔
產
過
剩
の
徵
候
苳
な
：名
の
^
'あ
：̂」

(

6
ハ
1

。:.
:
;
^
^
^
^
^
^
^ ̂

V': 

“:

•'
■

■

\
: 

'

驻
.六
.三 

sismo.ndi;

-op. 

c
i
r

2 

tome'IL p，

3
7oo
i
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I
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次
に
'シ
ス
モ
'V

デ
"
は
、「

交
換
の
爲
■め
^
市
場
^
提
供
せ
ら
る 

>
間
品
が
、
生
.産
費
に
於
て
、
從
つ
て
價
直
^
於
て 

等
し
S
限
$
、
.

種
商
品
の
生
*
增
加
ば
等
し
く
增
加
せ
る
他
種
商
品
一
の
.購
«
{̂
對
す
る
等
憤
物
5:
:
提

供

す

る

も

の
 

戈

あ

る

：

」

ど

謂

ふ

，
マ

力

：
ロ

'
f
ク
：
泛 

乙

れ

ほ

•
、
一

 1:

種
商
品
の
：欲
望
.が

同

ニ1比
例
に
於
て
：：增
加
す
る
が
故
に
正
_
 

:t
s
: 

v

述
べ
て
居
る
'。
：
：
彼

れ

は

之

の

.問
題
を
：具
體
的
な
社
會
關
係
^
就
^

說
明
す
：る
.。「

マ
力
，ロ
ヶ
ク
.ば
謂

ふ

_
_

例

 

へ
攸
.一
方
、.
•
1
:
人
の
農
業
象
が
百
人
め
'農
業
勞
働
者
^
衣
食
?:
給
し
て
其
^

H

業
象
が
百
人
のH

業
勞
働
者
^
衣
食
を
給
し
て
：二
百
人
分.の
衣
服
を
生
產
せ
し
：め
.
る
，ど
す
る̂
 ̂

前
者 

に
於
，る
F
人
分
の
余
剰
食
糧
品
ビ
後
者
に
於
る
百
人
分
の
余
剩
衣
服
ミ
は
相
互
交
換

.
せ
ら
る
、
で
あ
ら
ぅ0

即

ち

余 

剩
食
糧
品
は
衣
服̂

對
す
る
需
要
ミ
な
み
、
佘
剩
衣
服
は
食
糧
品̂
對
す
る.
需
要
を
構
成
ず
る
で
あ
ら
ぅ

」

ど
ノ
.
： 

乙
の.
推

现

態

樣

は

：
多

く

の

誤

謖

^
含
む
も
の.
で
ぁ
み
ノ
現
實
世
界
ど
は
全
ぐ
異o
だ
假
想
世
界
を
研
究
す
る
も
の
で

あ
る
。
..
:

:
先
づ
：マ
力
P 
.ッ
ク
は
無
益
な
る
勞
慟
を
以
て
勞
働
者
の
.消
费
を
全
く
補
償
す
る
#
.生

產

？

想

定

じ

.
て

居
 

パ
る.。
.：

：

今

ニ

百

：入

.分
以
土
の
食
糧
品
：又
は
衣
服
が
創
造
せ
ら
れ
る
ど
す
托
ぱ
ク
.
.其

は

何

處

に

於

.
て

消

费

せ

ら

れ

る
 

で
あ
ら
>
9が

：
。

：

：
.又
、
' 其

：
の*:
理
は
生
活
紀
等
し
く
必
要
な
る
物
の
間
：に
於
る
交
換
の
必
然
性
を
基
礎
v

b
て
居 

る
。'
,
"
>
:
併
し
.乍
ら
、

「

相
互
^
殘
6
な
.
&
.完
全
な
る
交
換
が
行
は
れ
る
办
ば
、，
食
糧
品
：

及
：.

び
衣
服
が
常
に
等
.し
ぐ
不 

分
割
の
數
量
で
：あ

气

又

ば

犧

牲

疼

^
つ
て
取
得
.せ
ら
れ
、：1.

單
fe
w
し
で
.考
察
し
得
ら
れ 

る
限
ヶ
化
於
て
で
あ
る
。
:
:

•
‘マ

：

力
i

ッ
.ダ
.の
想
寒
し
.た
る
が
如
き
交
換
，の
必
然
性
は
勞
働
考
が
最
鹖
；の
«
11
:
^
在 

!
、̂.
最
小
衰
の
衣
服
の
爲
め
妃
最
大
最
の
雪
を
提
供
す
.：
る

時

に

於

：
で

の

：
み

：
生

ず

：
る

.も

の

：
で

：
あ

石

'°
勞

働

者

が

擗

ふ
 

闺
窮
狀
能
I
R迫
ら
れ
ざ
：'る
間
ば
、
彼
れ
等
.ば
何
^
交
換
せ
ん
^
,欲

す

る

か

を

，
檢

靜

す

.る
$ V

:

»
:る
曝
マ
力
P;
一
ッ
> 

の
想
定
せ
み
が
如
き
必
然
的
交
換
は
起
\ク
得
な 

>
:の
.で

あ

る

し

義

六
©

^:
>〔

過

剩

生

：
產0'
全 

R
規

制

さ

れ

た

，
る

'生

歲

養

の

.：
假

說

y
r.

ス
モ
；

x
:

デ

1
は

極

め̂

深
劾
化
現
實
的
思
#
法
を
採
づ
て
居
る
。 

佘
剩
儇
値
0
:
:
:
1
#

が
資
本
化
為
れ
：名
：：場
合
、_

言
す
れ
ば
、
81
:
會
の
所 

過
剩
商
精
^
對
す
名
獲
只
者
は
何
處
^
見
出
^
れ
：̂

が
：。「

分
.
^
,
^

現
れ
る
.恐
«

現
象
を
說
明
し
や
ぅ
^
す
る
の
：で
鉍
る
|

ハ
§

ー「

':
:

?

:

'
，迄
".

“

六
四
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西
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ニ

1'1
百
人
分
の
通
常
食
糧
品
^
、
價
値
k
於
て
こ
れ
^
等
じ
い
奢
侈
的
食
糧
品
^
を
保
有
し
、
又
各
エ
業
.家
は
、

こ
れ
ミ 

等
し
き
方
法
に
よ
つ
そ

、
一
晉
人
分
の
通
常
衣
服
の
外
に
、
同
4
生
產
費
を
要
し
，
從
つ
て
ニ
莨
人
分
の
衣
服
に
等
し 

さ
交
換
價
値
を
有
す
る
奢
侈
的
衣
料
品
を
得
るV」

す
る
。

乙
の
場
合
、
衣
食
に
關
す
る
生
産
ど
需
要
^
が
以
前y

j

全 

く
同
樣
で

あ

々

、

.

0

0

0

の
自
ら
消
：費
せ
ざ
ら
ん
^
す
る
奢
侈
的
食
糧
品
V
J
X業
家
の
_

ら
消
費
せ
ざ
る
齋
侈
的
衣 

料
品
^
が
互
は
提
供
交
換
せ
ら
る
、
こ
^
は
明
瞭
で
あ
る
。故
^
此
れ
等
の
財
貨
は
互
に
他
^
對
す
る
對
價
物
ど
な 

A
"購
買
者
.

w

な
：る
o 

:rr
く
し
：て
、：

商
品
S

M

は
疋
確
に
生
產V

此
例
し
て
增
加
す
る
セ
あ
ら
う
S

六
七)

ど
o
:マ
，力 

ロ
ッ
ク
，は
»
張
再
生
產
^
於
る
佘
剩
價
値
の
_問

題

を

、
奢

侈

品

生

，
産

に

於

る

合

剰

價

値

の
使
用
に
よ
つ
て

解

^

し

て

居
 

る

。
，
併

し

乍

ら

、

.資
本
蓄
積
の
爲
め
の
擴
張
生
產
よ
6
生
.ず
る
過
剩
生
產
物
は
.誰
^
よ
つ
■て
消
費
せ
ら
れ
る
か
。

シ 

ス
：
モ
_
;ン
デ
ィ
は
：妓
^
批
_
.の
.焦
點
2:
向
け
る
0:
日
く「

乙
れ
? :
需
要
し
享
樂
す
る
も.
の
は
'、資
本
家
.か
、
其
れ
ヾ
し
も勞
働 

者
か
？
余
剰
の
生
產
物
、-'
勞
働
の
利
益
は
誰
の
.手
^
殘
る
で
あ
ら
う
か
。

Z
の
問
題
は
偷
理
上
及
び
經
濟
上
極
め
て
，
 

m
要
で
、あ
る
。' '

前
者
：よ
6
謂

へ
ば
、
»

し
さ
勞
«

#
展
の
_利
益
、
.一:,

國
の
幸
福
を
增
進
す
る
が
故
で
あ
^
、
後
者
に 

於
で
：は
、
消
費
者
の
'數
が
消
费
の
範
圆
に
決
定
的
影
響
を
及
ぼ
3
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
先
づ
.、
.，勞
鈒
が
生
產 

物
0
:增
加
^
正
此
例
し
て
騰
貴
す
る

S

す
れ
ば
、：
^
働
#
は

.
從

來

十

一

一

時

間

に

由

て

#
た
^
こ
ろ
.の
勞
鈒
を
六
時
間 

S
.

勞
働
R
よ
つV

取
得
す
る
t

ど
が
出
來
る
こ
^
ど
な
う
、V

殘
办
の
六
時
間
を
休
^

•
享

樂•

修

舊

'ぁ
つ
る
か
、
'
 

若
し
く
は
從
前
通

み

働
い
て
奢
侈
品
を
求
め
る
か
、
ム
何
れ
.か
^
決
意
し
な
け
れ
ば

な

ら

ぬ

で

あ
ら
：う

o

故
化
奢
侈
品 

X
奢
侈
品
.ど
の
.■交
換
完
了
の
.必
然
性
は
懿
め
ら
れ
：ぬ
。
然
し
、
勞
働
生
產
物
の
增
加
よ
う
利
益
を
享
け
る
者
が
勞
働 

者

：

^

非

ざ

る

之

ど

は

、

吾

人

の

知

悉

ず

る

'V
」

孓

ろ

V

で

あ

^

V
、

： 

■且

つ

*

濟

史

の

敎

ふ

る

W

乙

ろ

で

あ

る

6

即

ち

賃

銀

は

，

:

專

實

：
上

：增

加

せ

S
。：

，
リ

カ

ナ

：
ド

才

も

自

ら

1
公
の
富
を
增
加
せ
ん
ビ
す
る
な
ら
ば
、
賃
銀
を
引
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
ビ 

_

o
/t
o
反
之
、經
驗
の
示
す
ヒ
乙
ろ
^
依
れ
.ば
、
不
幸
.
も̂
賃
鈒
は
己
.の
增
加
く
等
し
い
率
で
殆
ざ
常
に
滅
少
す
る 

も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
己
の
場
合
、

1

般
的
幸
福VJ

し
て
富
の
增
加
よ
A
生
ず
る
結
果
は
如
何
。
マ
力
ロ
ッ
ク
は
十 

萬
の
*
業
勞
働
者
を
勞
働
せ
し
め
て
§
ら
は
享
樂
に
耽
る
農
業
象
、'

十
薄
の
.エ
匠
を
頤
使
し
て
自
ら
豐
裕
ど
な
る
エ 

場
主
を
.想
定
す
る
。
乙
の
故
に
、
奢
侈
の
輕
薄
な
る
：享
樂
め
增
加
よ
.う
生
ず
る
幸
福
^
は
、
國
民
中
の
百
分一
が
こ 

.れ
^
與
る
け
す
笤
ぬ
。
乙
の
百
分一

の
者
は
、；.全
勞
働
階
級
が
生
産
す
る
過
剰
生
産
物
を
全
部
消
費
し
な
け
れ
ば
な 

.■?
>
な
い
が
、
今
若
し
、
«
械
の
進
涉
、
資
本
の
蓄
積
k

l
々

，

の

生

產

が

絕

ぇ

ず

增

大

し

行

く

場

合

で

も

、
，
充

分

に
 

:

消
費
し
盡
す
こ
ど
が
出
來
る
で
あ
ら
う
か
0

マ
力
ロ
ッ
ク
の
假
定

k
よ
れ
ば
、國
民
生
.產
物
が
倍
加
す
る
每
に
農
場
主 

k

は
工
場
主
は
そ
の
消
费
を
百
倍
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
；0
幾
多
の
機
械
發
明
R
:よo

て
、
今
日
國
民
の
富
が
、
生
產 

費
?:
植
か
欠
償
つ
た
時
代
^
於
る
富
の
百
倍
で
あ
る
な
ら
ば
、
各
主
は
今
日
.一
萬
の
勞
働
者
を
生
活
せ
し
む
る
纪
充 

バ
分
な
る
生
產
物
を
消
费
し
な
妙
れ
ば
な
ら
ぬ
ミ
ど
^
な
る
の
で
あ
る
。
嚴
密
に
謂
つ
て
：

一
人
の
富
者
は
1

K
の
勞 

，■
者
^
よ
づ
て
製
造
さ
れ
た
る
生
産
物
を
消
費
し
得
る
ヾ」

し
て
も
、…

：
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•
•
同

：
率

の

農

業

生

.
産

物

を

消

費

し

得

ぬ
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て
農
業
生
產
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寶
れ
.な
く
な
る
で
あ
ら
う
し
、
寧
ろ
彼
れ
の
全
思
想
體
系
の
装
礎
た
る
農 

一，

業
生
.產
物
'

v
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の
間
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な
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な
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で
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し

S

六
セ
>
?
0斯
く
し
て
シ
ス
モ 

デ
ィ
は
、
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産
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、
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て
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剩
價
値
の
增
大V

J
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す
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こ
^
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が
故
^
、
.
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產
即
ち
恐
條
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起
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ざ
る
を
得
ぬ
^
謂
ふ
の
で
あ
る
。
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無
秩
序
な
る
商
業
の
生
ず
る
市
場
閉
塞
及
び
沈
滯
は
之
を
說
朋
す
る
こ
ぐ
が
出
來
ぬ
X
反
對
す
る
が
'も
.知
れ
^-

い
o
 

菩
人
は
掘
め
て
容
易
^

乙
れ
£

合
：へ
る
で
.あ
ら
ぅ
_
_
市
揚
閉
塞
は
あ
る
#
別

{©
品
の
生
產
が
增
加
，し
、
'そ
の
對
憤 

V

し
て
役
立
つ
ベ
含
贿
品
が
こ
れ
^
北
例
し
て
增
加
し
な
い
結
果
で
あ
る
€
。
；：各
-

人̂
：0
:農

業

：
家

及

.
び

エ

業

家

が

. 

各
<共

'の
'生
淹
物
を
市
揚
杧
於
1:
:交
換
：す
名
粟
合
、：
新
^
千
人
’の
資
本
家
が
Z

の
'社
會
に
加
.は
.
\ .斧
百
人
の
勞
働 

溶
を
耕
作
^
從
事
せ
；.し
め
る
^
す
れ
ば
.、
農
業
生
產
物
は
直
ち
^
、過
剩
$
な
：る
'で
.あ
ら
ぅ
？
^

彼
れ
等 

の
質
ふ
べ
さ
エ
業
製
品
の
生
產
が
同
時
に
增
加
し
な
い
.か
&
で
あ
る
。
然
し
、
こ
れ
等
の
新
し
&
資
本
家
の
：半
數
が 

H
:

業
家
：う
な
る
な
ら
ば
、他
の
半
數
者
の
農
業
生
*
ゆ
を
買
ふ
爲
め
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k
.充
分
：な
る
X
業
製
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す
る
.で
あ
ら
ぅ
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衡
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弭
び
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せ
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、
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五
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農
業
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寒
ゼ
は
、以
俞
币
人
^
、
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融
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"然
し
、
か

、
る
.勸
街
は
ク
リ
ミ
ャ
の
.韃
?1
1

人
又
は
埃
及
の
農
夫
^
.
對
し
て
名
眞
而
目
に
汰
適
用
ぶ
れ
得
な
い
も 

の
で
あ
る
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今
日
未
だ
海
外
の
諸
地
方
^

於
て
新
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さ
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を
建
0
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.き
赔
期
^

達
し
て
居
ら
ね
0

こ
の
故
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濃
；業
者
に
地
位
を
與
へ
て
平
衡
を
1
#び
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
乍
ら
：
：
：
農
業
家
を
變
じ
て
工
業
家 

S

す
る
ミ
ど
は
單
純
容
易
な
る
業
k

非
ず
、
寧
ろ
工
業
を
確
立
.せ
ん
が
爲
め
の
資
本
は
徼
甚
な
る
競
带
k

ょ
つ
て
全 

部
吸
收
せ
ら
れ
る
^

至
る
で
あ
ら
ぅ」
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註
六
九
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斯
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の
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べ
、
ノ
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モ
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ァ
ィ
樣
世
界
市
揚
”の
搬
張
も
亦
困
雛
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解
丧
で
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<

、
却
り
£

:
層
徼
烈
な
：る
恐
«

を
：齎
す
_

以
女
說
.い
た > 

而
し
て
最
後
R

、
'
マ
力
〒
フ
ク
が「

ユ
猶
商 

品
め
生
產
ド
し
て
他
ど
»

i
.--

k

%

加
す
る
な
名
ば
、
市
場
閉
塞
、
、
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懢
は
生
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:

得
べ
&

,

、̂
；.一
.
.
切

商

品
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す
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潘
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第

九

：
號

I

七

六

:
.
,個

'

..
.

ノ -

••
'

- 

.

シ
ス
'-
ソ
デT

は
ツ
カ
：ア
ド
冴
の
一
門
下
マ
力
^

ッ
>
.ど
斯
く
の
如
く
論
#
し
た
る
の
み
な
ら
ず
^
リ̂
カ
ア
ド
オ
自 

身

^>7P.

親

し

く

，
意

見

を

戰

す

機

會

を

得

た

.
。

即

ち

.
J

A一
一
 
三
.年
リ
力
ア
ド
オ
が
幾
日
か
を
端
西
ジ
ユ
ネ
ー
グ
^
送
-
^
 

し
i

:
、
シ
'

::

ス
モ
シ
デ

.ィ
は
恐
檻
.の
.問
題
^
就
て
リ
カ
ア
ド
オ
ビ
討
論
し
、
而
し
て
其
の
結
果
を
筆
^

し
て
翌
年
五
月 

R
e
v
u
e

 

S
c
y
c
l
0
p
6
d
i
q
u
e
t
0
3
e

 

X
X
I
I

•
誌
上
に「

生
產
消
費
の
均
衡
^
就
て」

な
る
一
文
?:
寄
せ
た
。
こ
の
間
の
消 

息
^

夕〕ヌ
；：

キ
ン
.
.ダ
ィ
は
斯
ぅ
語
り
：て
居
る
。一

力

ア

ド

，オ
：の
長
逝
：は
被
れ
の
家
：族
友
人
：に
せ
つ
^の

：：

み
な
.ら
す
、
 

;;
«
れ
の
知
識
妃
ょ
.つ
，て
照
^
れ
、
そ
の
崇
高
な
る
情
捧
R
ょ
.つ
て
温
め
ら
；れ
た
る
總
て
の
A
R
.
V
J
つ
て
深
さ
悲
し
み
：
 

で
あ
:6
\0
乘

れ

，
は

其

の

晚

年

1 »
日

を

ジ

ユ

ネ
| 

•
ゥ

に

送”つ

た

之

V

が

，
あ

：
る

。
其
0
際

、
吾
や
は
互
に
反
對
，の
地
位
に
立 

つ
之
の
根
本
問
題
に
就
て
.
4ー
三
囘
意
見
を
戰
し
た
。
リ
カ
ア
ド
ォ
は
其
の
硏
究
R
優
雅
、
直
情
、
眞
理
愛
好
を
附
與 

•L
た
。
こ
れ
が
被
れ
を
傑
出
せ
し
め
た
所
以
で
あ
名
。
然
か
も
被
の
：研
究
は
其
の
：門
下
生
ヒ
期
待
さ
れ
得
ざ
名
が
如 

^
明
瞭
胜
を
有
す
る
。
：
：
然
し
、
ロ
頭
の
議
論
は
、
;:
猶
確
な
.る
計
査
^
幾
分
形
而
上
學
的
考
察
ヒ
の
舞
め
て
_
雛 

深

る
結
合
を
必
要
ビ
す
る
，問
題
^
就
て
.は
、
.不
充
分
，で
あ
る
'？
斯
く
て
-
-、
今
：で
.は
貴
重
な
思
ひ
出v

j

な
つ
て
居
る 
>、

」 

て
^
の
^
の
會
合
に
於
て
用
ひ
た
議
論
に
幾
分
の
整
理
？
思
索
ビ
を
加
え
て
妓
に
！$.錄
す
る
の
必
要
を
感
ず
る
も
の

- 

. 

. 

.• 

-■ 

.

.

. 

:
 

' 

'

 

:
'
独
七
ニ 

sismondi, op. 

c

r

2ft
!
'
d
. 

t
i
e

 II，
P, 4

1
0-

4
1
1.

.

.

今

.シ
：ス
.モ
シ
デ
ィ
對
リ
カ
ア
ド
オ
の
論
#
を
願
る
^
先
立
ち
、
此
.の
會
合
以
前
に
於
る
リ
力
、ア
ド
オ
自
身
の
：乙
の
問 

題
.|̂
棚

す

る

結

論

を

，
知

る

.必

要

が

，
ぁ

る

で

ぁ

ら

.ぅ

。

デ
リ
力
ア
ド
ォ

k
從

：へ
ば
？
勞
働
賃
銀
は
久
し
ぐ
勞
働
者
の
生
活
費
以
11
:
或
は
以
下
^
停
る
乙V

J

が
出
來
ぬ
。
尤
も
、
 

資
本
の
蓄
積
が
絕
ぇ
ず
速
か
に
行
は
れ
て
、
人
口
増
加
の
勢
：

g

香

追

^'
"
す
る
乙
ど

能

は

冒

^
含

、
勞
働
者
の 

生
活
は
久
し
き
に
亘
つ
て
：裕
福
^
な
6
得
る
け
れ
ざ
も
、
斯
る
蓄
積
は
資
本
の

-蓄
積
其
者
を
.阻
止
す
る
；原
因
5:
中
ゆ 

包
藏
す
る
か
ら
、其
の
蓄
積
力
.は
必
ず
早
晚
人
口
增
加
'力
^
追
及
せ
ら
れ
、
從
つ
て
勞
鈒
は
勞
働
者
及
び
其
の
■家
族
の 

習
惯
Jb
必
要
な
：る
生
活
費
k
歸
着
す
べ
さ
約
束
を
有
す
る
ミ
：̂

^
な
.る
：o:而
し
て
、
リ
カ
ア
ド
ォ
は
機
械
睬
用
の
爲 

め
k
人
間
勞
働
の
一
部
分
が
不
用
I

る
t

を
認
め
た
。
然
し
、
斯
く
の
如
く
に
し
て
職
を
離
れ
た
勞
働
者
は
容 

易
^
他
に
職
を
求
む
る

乙
S
?:
#
ベ
べ
、
.

」

究
極
、
"機
梂
採
用
の
前
.^:
後
e
に
於
て
.需
要
蓄

る
.
¥勞

饊

：
量

^

^

增

齲
 

な
C
、勞
働
者
も
亦
地
主
資
本
家
ビ
共
^
機
械
の
：發
明
^
由
る
物
價
低
落
，の
：恩
濘
R
.溶
す
る
^
利
益
^
み
が
.あ

0
て
， 

失

こ

ろ

が

：な
い
と
認
め
た
0
7

「

リ
力
：
ア
ド」

ォ
S

め
て
經
濟
_

上
-の
：問
題
.
注̂
意
钇
向
».
た
時
供
來
、德

は

_ 

れ
の
.意
見
は
、
■勞

働
節
約
の
效
果
あ
る
が
如
き
■機

械

が

何

れ

が

の

生

產

部

門

：に

應

用

せ

&-
'る
る
乙
^
'(*
、
、
.
全

德
0

称
；
 

益
^
,̂
:
る
も
の
で
あ
つ
て
、
是
れ
k
伴
ふ
所
の
.不
便
は
、
大
槪
の
場
合
に
於
て
、
：勞
働
.及
び
*
本
?:
用
途
^
ら
他
：
 

の
，用
途
^
移
す
こ
ビ
k
伴
ふ
所
の
不
便
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
^

«
ふ
^
で
あ
；
0
た
o
彼

れ

の

目

化

映

ず

る

所

で

.
： 

は
、
地
主
に
し
て
同
額
の
貨
幣
地
代
を
收
^
る

限

：
气

；
地

主

.は

.之

を

費

し

；
て
*
ふ

べ

き

貨

鞔

：
の

.中
の
.何
.れ
か
.の
.
«格
ハ 

が
低
減
：せ
ら
る
、
ぇ
ビ
代
由
て
利
益
を
受
く
べ
ぐ
、
而
し
て
此
の
價
格
低
落
ば
機
舊
用(

の
，
必

雜

の

結

果

.
で

あ

る

泠
 

悤
は
れ
た
。
彼
れ
‘の
：.信
ず
：る
所
^
由
れ
ば
、
：黉
本
家
も
亦
た
走
し
く
同
獴
忙
—

益
^

爱

べ

备

も

®

機
械
を
發
圾
せ
み
か
の
、V
若
し
く
ば
之
を
.最
初̂

利
用
^
^
7̂
.の
«
:、(，

一;
時
互
利
を
擒
：す
る.
之
贫
に
由
セ
附
財
的
利• 

翁
を
享
0-
る
で
あ
.ら
ぅ
け
れ
ホ%'
、
；
機

械

の

.使

用

が

普

友

す

る

^

0
れ
9
V;1
,
:生
_

ぜ
、&'
れ
だ
貨
€

の
.
.價
格
&:
J

g

«

密
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正
就
派
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學
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第

九

號

.
I

七
八

一
の
結
果"
其
，の
生
産
費
迄
下
降
す
べ
く
，*

の
曉e

味
、
，，
.
資

本

家

ぼ

、

以

前

ど

同

じ

貨

幣

利

调

を

收

得

し

ヽ

僅

^

消 

:

養
者
ミ
し
そ.
、
同
額
の.
慕

收

入

を

以..
て..
快

適

品

：
及

汰

享

樂

物

0:
追
加
量
ゼ
.支
酡
す
る
乙
ビ
を
得
し
岭 

'忙
'依
；つ
：

V
、
な
般.
の
利
益
R
參
加
す.
る
忆

-l
fc
ま.
る
：
で

あ

ら

..
，
ァ
。
，
彼

れ

味

、
：
又

勞

働

者

階

級

4
同

額

，の

貨

幣

賃

鈒

を

以
 

て.T

層
多
ぐ
の
貨
物
を
購
買
ず.る

为

を

有

す

を

喾

，
で

あ

.
る
が
ぢ
、

： .：

機

械

：の
：
使

用

に

.
®
て
^

各
せ
考
人
た
。
.
.彼
れ
ば
又
、
賺

家

は

以

.前
，̂
同
冓
の；

勞
慟
を
需
要
b

M
傭
^
る
力
?:
有
す
る
喾
で
あ
る
が
ら
、
其 

を
新
炙
る
貲
物
が
，
或
ば
少
く
^
別
種
め
貨
物
め
生
產
.に
.使
用
す
姦
必
要
ぼ
'免

れ

吹

ヒ

し

：
で

.も

、
：
兎

に

角

賃

銀

：
の

引
 

苹

は

行

は

れ

，

&
で

あ

ら5:
-
?思

0
/2
^

で

あ

る>
:初

め

リ'ヵ

；.で

ド

：
.ォ
^

1

生

産

業

^

新

櫞
 

'械
が
應
用
甘
ち
れ
括
爲
：め
A
®
*
增
加
し 

> 
而
じ
七
.生
、産
物
^'
對
す
を
需
要
が
：是
渗
步
を
f

せ

ざ

る

ミ

き

ば
*>
勞
 

働

者

令I

部
分
ば
必
然
其
.の
生
產
寒
か
ら
解
傭
せ
^
れ
ぎ
る
4>
:
得&

け
れ
^

も
:̂
#

れ

等

を

贗

傭

し

だ

資

本

ぼ

依

然
 

.
^
tfe
塞

■じ

、
直0

之
?:
補

す
$
者

ば

；
之

釔

.
生

產

的

塵

粟

；̂
己
^

&
郝
益
も
す
る
^
で
*>
:
を
か
^
 

本
は
紙
富
取
ヴ
て
有
用
で
あ
：つ
.卞

、

而

じ

：
で

必

ず

需

要

：
あ

を

相

違

な

.
5
#等
_
の

別

め

貨

物

，
ゆ

爾

虜

に

使

瑕

せ
 

&
れ
.る

：
で

：あ

ぎ

フ

^

考

べ
.た
：_

七
1
5
0、
'
，
.''.''パ
:'
.'.. 

 ̂

.

s
:

然
る
k

ブ

ヵ

ァ
、
ド
：
ォ
ばt:.:

其

，の「

經

濟

及

祖

税

原

論

」

第
1
ー
藤
を
出
，す

に

新

纪

機
«

論
0

ニ
：
章

を

柿

入

じ

て 

機

械

の

作

用̂
關

す

る

問

題£
.就

き

舊

說

を

改

め

た
:{
.0
:機

械

採

用

の

爲

め

資

本

：の

增

加

は

必

し

も

同

比

率

^

於

で

勞 

働
^

對

す

石

儒

要

を

增

加

せ

ず

、
；：

.：
：
是

が

爲

あ
^

過
剩
人
ロ
が
造
々
出
さ
れ
て
勞
働
者
：
0
窮
厄
貧
困
に
陷
る
：べ
；袅
事
^
 

着
目
^

て

其

の

學

說

の

悲

觀

論

的

色

調

を

，
一
"
層

濃

厚

^

£

%
め
|2
:の
.，で
あ
る
け
ガ
力
；ァ
ド
ォ
の
自
ち
記
す
る
i

t
ろ

に
從
へ)

.ば
、「

;'
t
初
の
意
見
は
：、
地
主
^
資
本
家
^
:f
c

關
す
^
限
り
に
於
て
は
依
然
€

レ

て
變
易
す
る
t

が
な
か
つ 

た
が
4
勞
働
考
に
，_
す

る

、
部

分

は

熟

考

を

童

ね

^
る

結

：果

虜

見
^
し
て
之
?:
放
棄
す
る
^

た
。「

彼
れ
は
、
機
贼 

を
人
櫚
勞
«
;
に
代
用
す
る
こ
ど
が
勞
働
者
階
級
ー
の
利
益
に
取
つ
て
は
屢 
< 
極
め
て
有
害
な
る
こ
.ど
を
得
心
す
る
に
至 

:

つ
た
の
で
あ
^
し
;6
セ
四
;,
-
然
ら
.ば
苳
の
前
0

の
謬
與
は
.：何
處
ょ
4
生

:1
:
た
；る
か
。
彼
れ
は
自
ら
謂
^

o
r佘
の
誤
解
は 

i

社
會
の
M
所
得
が
增
伽
す
る
ど
さ
は
ノ
丼
:CD
,總
所
#
戈
必
ず
增
伽
す
.る
で
あ
ら
ぅ
.
:̂0
認
定
が
,

M

じ
た
も
の
で 

あ
る
^
胜
嗤
質
丐
然
ネ
に
被
れ
^

今
^
地
主
及
が
資
本
家
が
其
の
收
入
を
^
ぐ
ど
こ
ろ
の
ー
方
の
基
金
は
增
加
し
な 

が
ら
"
词
時
K
今

.

一
:

没
の
：基
金
、
^
ち
勞
働
階
級
^
主
：;^
し
^
倚
鳆
す
_

迄
て
/)
'
の
^

金

は

減

少

す

そ

乙

^

が

あ

々
 

得
^
こ
^
を
納
得
冴
べ
:&
充
分
'の
複
曲
汝
認
.め
る
。
' 傲
に
被
れ
の
意
鬼
が
正
し
け
れ
ば
、
；
.
' 

J
:

國
純
收
入
を
增
加
せ
し 

め
得
べ
為
同
じ
源
闼
が
、
伺
時
狀
久
泊
没
撾
剩
允
ち
し
め
勢
傭
者
め
淑
態
を
劣
惡
雷
^
し
あ
得
る
ゼ
中
ふ
結
論
を
生 

.ず
名
0

で
.あ
る
q
j
^
a 

_
:'
,
-
0
素

.1「

<

^
汸
..ブ
T
身
は
,-a
#

©

«用

が

.«
剩

人

：
ロ

あ

生
«
ず
し
て
終
る
こ
せ

'あ
る
?:
認
め 

る
0
:囡
ぐ
；;1
1
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被
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結
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.
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懷
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濟
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械
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被
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は
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濟
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を
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。
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藉
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叫
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も
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が
れ
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